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 開 議 

○議長（美野勝男君）    皆さんおはようございます。早朝より御苦労さまです。 

  北道議員から、遅れるとの連絡がありましたので報告します。 

  それでは規定の定足数に達していますので、ただいまから本日の会議を開きます。 

  それでは日程に入ります。 

  本日の日程は、お手元に配付のとおりです。 

（午前 ９時００分） 

――――――――――――――――――― 

◎日程第１ 諸般の報告 

○議長（美野勝男君）    日程第１、諸般の報告を行います。 

  町長から議案の訂正の申し出がありますので、これを許します。 

  総務課長、細峪君。 

（総務課長 細峪康則君 登壇） 

○総務課長（細峪康則君）    まことに申しわけありませんが、２月の２８日に提案

説明をさせていただきました、平成３０年度紀美野町予算書につきまして、訂正させて

いただくものでございます。 

  お手元に配付させていただいています事件の訂正請求書に添付してございます正誤表

と、あわせて予算書の１２１ページ、地方債の前々年度末における現在高並びに前年度

末及び当該年度末における現在高の見込みに関する調書をごらんください。 

  訂正させていただく数値には、朱色で二重線を引き、その上部に正しい数値を記載し

てございまして、全部で２８カ所の数値を訂正させていただくものでございます。 

  この原因につきましては、この調書を作成する折、記載管理システムから数値のデー

タを抽出する際、日付の設定に誤りがあったため、今回の事態が起きたものでございま

す。今後このようなことがないよう、数値等の確認に努めてまいりますので、どうかよ

ろしくお願い申し上げます。 

  まことに申しわけありませんでした。 

（総務課長 細峪康則君 降壇） 

○議長（美野勝男君）    町長及び執行部の方々に申し上げます。 

  今後、議案の提出の際には、提出後に訂正することのないように提出前にいま一度内

容を確認の上、提出願います。 
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  これで諸般の報告を終わります。 

◎日程第２ 議案第３４号 平成３０年度紀美野町一般会計予算について 

○議長（美野勝男君）    日程第２、議案第３４号、平成３０年度紀美野町一般会計

予算について議題とします。 

  説明は２月２８日に終わっていますので、これから質疑を行います。 

  質疑は分割して行います。 

  議員の皆さんにお願いします。質疑をするときは、まずマイクを自分のほうに向けて

からページ数を言って質疑をしてください。 

  それでは、歳入について質疑を行います。 

  ６番、西口 優君。 

（６番 西口 優君 登壇） 

○６番（西口 優君）    おはようございます。 

  １４ページの公営住宅使用料の中で、滞納繰越分１３３万２,０００円と、こういう

ふうになってるんですけど、本来その保証能力のある人が連帯保証人というふうに、当

然なってると思います。そうしたときには、こういうことが起こるはずがないんじゃな

いかなと思うんですけど。対象人数、それとかその経緯、経過年数というのはどういう

ふうになってんのかなと思うんですよ。それと、その下に、町営住宅駐車場使用料とい

う、こういうふうな滞納繰越分６万１,０００円と、こういうふうになってるけど、こ

の駐車場代というのは、この連帯保証の対象となってるのかどうかなとそういうふうに

思います。本来は、その連帯保証やけえ、滞納がたまる前に、すぐさまそういうふうに、

本人に請求するんと同じ状態で保証人にも請求すれば、たまる前になると思うんです。

こういうふうにたまってからすると、保証人も大変やと思うんで、その辺のことについ

てはどういうふうな扱いになってんのか尋ねたいと思います。 

（６番 西口 優君 降壇） 

○議長（美野勝男君）    企画管財課長、坂君。 

（企画管財課長 坂 詳吾君 登壇） 

○企画管財課長（坂 詳吾君）    おはようございます。私のほうからただいまの西

口議員の御質疑にお答えいたします。 

  予算書の１４ページをお開きください。 

  予算書１４ページの滞納繰越分についてのお話があったと思います。まず、町営住宅
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につきましては、住宅に困窮する低額所得者に対しまして、低廉な家賃で貸し付けるた

めの住宅でございます。議員が言われますとおり、町営住宅の入居者が家賃を滞納し始

めた場合、高額にならないうちに迅速に対応することが極めて重要であると認識はして

ございます。長期かつ高額滞納になると、最終的に住宅等の法的措置をとらざるを得な

い状況になりますけども、そうなった場合、低額所得者であって、収入が不安定である

入居者からの家賃の回収は不可能に近い状態になります。差し押さえるべき財産もなく、

結果、住宅の明け渡し執行を行うのみに終わってしまう可能性が十分にございます。こ

うなった場合、歳入確保ができないばかりか、明け渡しの執行を受けた入居者は、民間

のアパート等に引っ越しせざるを得なくなり、居住の安定を害することにもなります。 

  現在は、新たな滞納額をふやさなくするために、厳しく未納督促をすることに終始す

るだけでなく、未納の背景にある状況の把握に努め、福祉的な対応を求められることを

意識しながら、文書、電話、各戸訪問等により納付するように指導を行ってございます。

また、滞納者が分割納付を申し出た場合は、口頭のみならず、誓約書等を徴収している

場合もございまして、滞納者が納付の意思を表示しない場合には、連帯保証人や親族に

納付の督促をお願いしているというのが現状でございます。早いうちに、保証人さんと

もお話をした場合もございますし、それによって滞納分が支払いできたということもご

ざいます。しかしながら、保証人さんも、恐らく保証人になられるということで住宅の

入居者の家族の方であったりする場合が多うございます。そうした中で、その方も御高

齢であったり、以前は支払い能力があったんですが、今は経済的に苦しいということで、

なかなか一括してお支払いができないという状況もあることもございましたので、そう

した中で、ある程度分割して家賃を徐々に納めていただいておりまして、回収は進めら

れているということで御理解をいただきたいと思います。 

  また、駐車場の保証人なんですが、駐車場の使用料につきましても、駐車場の利用者

につきましてはちょっと保証人のほうはとってございません。 

  今後は、顧問弁護士とかにも相談、御指導いただきながら高額にならないうちに滞納

家賃の徴収に努め、滞納者の生活を再建しつつ、未納の集金に努めてまいりたいと思い

ますので、御理解賜りたいと思います。 

○議長（美野勝男君）    休憩します。 

 休 憩 

（午前 ９時１１分） 
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――――――――――――――――――― 

 再 開 

○議長（美野勝男君）    再開します。 

（午前 ９時１３分） 

○企画管財課長（坂 詳吾君）    どうも失礼いたしました。 

  現在の滞納の方なんですが、滞納繰越分につきましては１２名。平成２８年度末時点

で１２名の方がいらっしゃいます。経過につきましては、一番古い方で平成１８年から

ということで、１０年近くたってる方もいらっしゃいます。 

  以上でございます。 

（企画管財課長 坂 詳吾君 降壇） 

○議長（美野勝男君）    ６番、西口 優君。 

○６番（西口 優君）    一般論からすると、うちが払ろてない、それやったらその

相手も払わんで、そういうふうに連鎖を生んでしまうんじゃないかなと、こういうふう

に思うんです。本来は、みんなが払うからうちも払わなきゃいけない。ところが、あそ

こも払ってないんやったら、うちも慌てて取り立てにというふうに、それは極論かもわ

かりませんが。それと、その１０年もというのは、本来、今までどうしてたんやて、こ

ういうふうに思ってしまうわけでしょ。普通に考えたら、連帯保証人というのは、当事

者と同じことになるから、当事者に請求するときは連帯保証人にも請求するという、そ

うしてたまってから連帯保証人に請求されたら、連帯保証人も大変やしな。だからそん

なん考えたときに、同時に請求するのが当たり前の話なんよ。連帯保証人という限りは。

だから、その辺の認識が、その連帯保証人もちょっと保証入ってもらうときに、これは

家賃を払ってくれやんかった場合、連帯保証人が払っていただきますよと、そういうふ

うな認識がないんじゃないかな。ちゃんと説明してんのかなと、こういうふうに思うん

です。入ってもらって、連帯保証人、この人つけてくれて、そしたら一般的には連帯保

証人になってくれてあるけど、本人が払わなかったらあんた払ってくれますねという、

そういうふうな。当たり前なんやけど、そういう部分が抜けてるんじゃないかなと。た

だ単に名前書いてあるだけやってそういう問題と違うしな。連帯保証人というのはあく

までも、借りてる当事者と同等の扱いになってる。だから、普通やったら、本人に請求

がいった場合、連帯保証人にも同時に請求いけば、こういうふうなことが起こりにくい

んじゃないかなと、こういうふうに思うんです。その点の考え方、そうしたら、今後こ
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ういうことが起こりにくいんじゃない。それでないと、誰かがこれを負担してるような

形になる。その役場の会計のことやでね。そんなん考えたときに、正直者がばかを見る

ではいかんと思ってるから、やっぱり真面目に払ってもらうという。 

  それと、滞納繰越分の、普通やったらもう一括して払うというのが基本的なことでし

ょう。年間にどのぐらい減っていってんのよ。あんまり年をたってくると、それこそ、

年々支払いが難しくなる。誰でも年寄るからね。誰でも年寄って、支払い能力がだんだ

ん落ちてこようかと思うんです。そうしたときに、ことしよりも来年のほうがきっと払

いにくなるはずやしな。そんなん考えたときに、長期になってきたら、それこそ亡くな

ってくる人も出てくる。そんなんになると、非常に難しくなるので、早急な解決策とい

うのをどんなん考えてんのか。再度、答弁求めます。 

○議長（美野勝男君）    企画管財課長、坂君。 

○企画管財課長（坂 詳吾君）    西口議員の再質疑にお答えいたします。 

  確かに、議員おっしゃるとおり、１０年もたまっておるということで、たまる前にも

っと回収をするべきではなかったのかということなんですが、毎年毎年、そういうこと

で、滞納の訪問とかを行いまして、滞納整理を行ってるのが実情ではございますけども、

なかなかやはり、いつでも経済的にも苦しいということで、個々の生活事情等々もござ

いますので、一概に一括して納付するというのが、確かに大変にはなってきておるんで

すけども、とりあえず、まずは現年度分で未納が発生した場合には、それをたまらない

ように速やかに督促を行って、場合によっては各戸訪問も行いまして、とりあえず今の

分がふえていかないようにしてるという措置をとっておるところでございます。以前の

分につきましては、なかなか高額になってきてる部分もあるんで、一括でというのはな

かなか難しいんですけども、それは分納誓約をとりまして、ちょっとずつでも納めても

らっているというのが実情ではございます。 

  連帯保証人さんにつきましても、そういうことで、全てではないんですけども、お願

いはしに行ってるんですけども、なかなか連帯保証人さんにつきましても、以前は支払

いできる状況にあったんですけども、現在は生活が苦しいと、特に家族の方が連帯保証

人になってられるケースも多うございますので、なかなかそっから先は無理も言えない

部分もあるんですけども、今後はとりあえず今の、現年分で滞納されてる方を先に滞納

整理させていただいて、過年分については、徐々に滞納回収に努めてまいりたいと思い

ますので、御理解賜りたいと思います。 
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○議長（美野勝男君）    ６番、西口 優君。 

○６番（西口 優君）    現年分の滞納があるって、本来は家賃がかかってるという

ことは、生活保護の対象になってないんだろうと思います。普通に考えたら。支払い能

力があるから家賃が発生してる。もしその支払い能力がなかって、どうにもならなかっ

たら、多分、生活保護という形が受けられると思うんです。だから、その生活保護を受

ける必要がないという中で家賃が発生すると思うんですけど、その現年度分の、まず集

金する、そうしたら今までの部分についてはどの程度というんですか、実際には、請求

はしてるけど、年次計画というんですか、どういう形での支払いになってんのか、その

辺の、再々度質問を求めます。回答を。 

○議長（美野勝男君）    企画管財課長、坂君。 

○企画管財課長（坂 詳吾君）    西口議員の再々質疑にお答えいたします。 

  滞納の分の年次計画とかということなんですけども、滞納されてる方につきましては、

分納誓約をいただきまして、その分納誓約で、現年はもちろんのこと、過年度分につき

ましても幾らずつ納めていくということで誓約書をいただいております。それが計画書

になってると、私どもは理解してございますので、御理解賜りたいと思います。 

  以上です。 

○議長（美野勝男君）    ほかに質疑ございませんか。 

  ３番、七良浴 光君。 

（３番 七良浴 光君 登壇） 

○３番（七良浴 光君）    同じく１４ページで、ただいまの西口議員の話、答弁の

中で聞いておるところによると、保証人さんも置いてるということでありますが、そこ

でもうちょっと考え方を変えて、保証人さんは３年に１回、再申請さすとか、また５年

に１回するとかと、そういう一つのけじめをつけることによって、先ほどから言われて

る高齢になってきたとか、どうとかということも解消する一つの方法論でないかなと、

私は聞かせていただいてそのように感じたんですが、そういうことを検討したことがあ

るのかどうか。 

  それから、保証人さんが家族という話があったんですが、家族プラス第三者の保証人

をつけてもらうようにするとかと、やはり期限を切って更新をしていくということが、

現在やっているのかどうか、もしやられてないんであればそういう方法を一度検討する

必要があるんじゃないかと思いますので、答弁を願いたいと思います。 



－９－ 

（３番 七良浴 光君 降壇） 

○議長（美野勝男君）    企画管財課長、坂君。 

（企画管財課長 坂 詳吾君 登壇） 

○企画管財課長（坂 詳吾君）    ただいまの七良浴議員の御質疑にお答えいたしま

す。 

  保証人につきましては、現在のところ２名の方の保証人をとってございます。３年に

１回とか、５年に１度、見直しをしてはどうかということなんですが、現時点ではそう

いう見直しは行ってございません。ただ、ほかの市町村でもそういうことを行っている

とこもございますので、私どもといたしましても、３年に１回とか５年に１回の検討を、

やりかえというか再確認という意味でやっていくことを、今、検討してございますので、

どうか御理解いただきたいと思います。 

（企画管財課長 坂 詳吾君 降壇） 

○議長（美野勝男君）    ３番、七良浴 光君。 

○３番（七良浴 光君）    ただいま、３年に１回とか５年に１回の期限を定めて、

保証人さんを再度専任していただくということを、他町村でもやられとるということで、

我が町でも検討しているという御答弁でありましたけども、先ほど、西口議員の質問の

中で、保証人の話出たときには、今後はこういうことをやってはどうかなとか、いろん

な方法論を検討してるところですというような答弁をしておれば、私からの質疑もなか

ったかというように思いますんで、今後、しっかりとした答弁をしていただきたいと思

います。 

  以上で終わります。 

○議長（美野勝男君）    ほかに質疑ございませんか。 

  １０番、小椋孝一君。 

（１０番 小椋孝一君 登壇） 

○１０番（小椋孝一君）    先ほど、町営住宅の件、そしてまた駐車場の件というこ

とで、西口議員のほうから質疑ございましたけども、これを２９年度と３０年度の分の

公営住宅の使用料を比較しておりますと、２９年度の使用料の滞納分が３００万。３０

年度が２９０万ということで、２９４万８,４００円ということなんですけども、本当

にそれだけの、若干の、足を運んでたとえちょっとでもやってる、このほとんど一緒な

んです。だから本当にこの問題については、毎年こういう議論をしている中で、思い切
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った改革をしていかないと、これは最終的に欠損にするのかどうか知りませんけども、

何ぼ言っても、皆さん、職員さん、足を運んで行ってくれてると思うんですけども、こ

れではやっぱりいつまでたっても残っていくという形があろうかと思うんで、先ほど、

七良浴議員がおっしゃったように、改革をしていって、このお金を、滞納を何とか減ら

すように努力を、再度できるのかできないのかという、企画管財課長の答弁をお示し願

いたいのと、あと駐車場の、２９年では５５万２,０００円が滞納しておりますけども、

ほとんど、３０年度では５６万８,０００円ということであるんで、ほとんどこれ手に

つけてないような気がするんですけども、先ほど聞いてると駐車場に関しては保証人も

とっておらないということなんですけども、今現在、この５８万、使用料をもらうとい

うことになってますけども、現在、滞納しながら駐車をしておるのか、それとも、もう

駐車をしないで、前のやつでそのまま残が残っとるのか、そこらちょっと再度お聞かせ

を、説明をしていただきたいと思います。 

（１０番 小椋孝一君 降壇） 

○議長（美野勝男君）    暫時休憩いたします。 

 休 憩 

（午前 ９時３０分） 

――――――――――――――――――― 

 再 開 

○議長（美野勝男君）    休憩前に引き続き会議を再開します。 

（午前 ９時３２分） 

○議長（美野勝男君）    企画管財課長、坂君。 

（企画管財課長 坂 詳吾君 登壇） 

○企画管財課長（坂 詳吾君）    失礼しました。私のほうから小椋議員の御質疑に

お答えいたします。 

  予算書１４ページの公営住宅使用料と町営駐車場使用料の滞納繰越分のお話でござい

ます。 

  議員おっしゃられました、額のほうなんですが、公営住宅の使用料の滞納繰越分につ

きましては、予算額は１３３万２,０００円で、去年の、昨年２９年度が１６６万７,０

００円ということでございます。それから、駐車場の使用料につきましても、滞納繰越

分は、平成３０年度は６万１,０００円で、平成２９年度は８万１,０００円ということ
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になってございます。 

  滞納整理につきまして余り進んでないんじゃないかという御質疑だったかと思うんで

すが、なかなかやはり一括して滞納処理するというのは難しい部分もございますので、

まず、先ほども言いましたように現年度分で滞納があった場合、速やかにその分を納め

ていただいて、あとは過年度分につきましても分納誓約をいただいて、徐々にはやって

るんですけども、一括納付となるとやはり苦しい部分もございますので、今後、多額に

ならないうちに、まず回収に努めまして、その後、過年度分につきましても滞納整理に

努めてまいりたいと。ただ、最終的にはまた法的措置とかもとっていく必要があるんで

はないかと思っておるんですが、なかなか住民の方ということもありまして、一概にそ

こまでいくのは現実的には難しいかなとは思ってるんですけども。今後も適正に回収に

努めてまいりたいと思います。 

  それから、駐車場の分についてなんですが、今、滞納をされてる方は駐車場を使用し

てるのかということだったかと思うんですが、駐車場につきましても徐々には納めてく

れてるんですけども、使用については今も許可はしている状況でございます。 

  以上でございます。 

（企画管財課長 坂 詳吾君 降壇） 

○議長（美野勝男君）    １０番、小椋孝一君。 

○１０番（小椋孝一君）    若干、私のほうの見るとこの中で、できるだけ努力はし

てくれてるというのは、本当にありがたいなと、こういうふうに思います。 

  ただ、駐車場に関しては、今まだ、とめられてるということなんですけども、やはり

公共のもんであるし、保証人もとってない、やはり催促をして、議会からもこういう指

摘を受けてる中で、こういうことはずっと滞納するというんであれば、これはもう、あ

んたこことめんなよと言うてくれるぐらいきつい口調で言うてもらって、公共物をそう

いうように滞納するというのは非常識だなと、私こういうふうに思うんで、再度、こう

いうことのないようにお仕事をしていただけたらなと、こういうふうに思いますが、そ

こら辺の、課長の見解はいかがなものでございますか、答弁願います。 

○議長（美野勝男君）    企画管財課長、坂君。 

○企画管財課長（坂 詳吾君）    ただいまの小椋議員の再質疑にお答えいたします。 

  駐車場の滞納者につきましては、今後、検討を行いまして、置かない、もし滞納され

ておれば、もう置かないということの方向で一回検討してみたいと思いますので、御理
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解賜りたいと思います。 

○議長（美野勝男君）    １０番、小椋孝一君。 

○１０番（小椋孝一君）    わかりました。できるだけ、課の仕事ということで頑張

っていただきたいなと思いますが、ただ１点、この納税する義務があるのに滞納して、

駐車場を使って滞納してるということなんですけども、もし車を買われたときに、車庫

証明、滞納してたらやっぱりその車庫証明というのは、多分、ここで借りてるよという

証明に判をつきにくると思うんですけども、そこらの対応というのは、滞納してたら車

庫証明の発行はできないと思うんですけども。そこらはちゃんと、滞納者にはできませ

んよというきっちりしたことを言うて、車庫証明を発行して、多分ないと思うんですけ

ども、そこらはどうなんですか。それも含めて最後ですんで、一括でお願いします。 

○議長（美野勝男君）    企画管財課長、坂君。 

○企画管財課長（坂 詳吾君）    小椋議員の再々質疑にお答えいたします。 

  駐車場の、新しく新車とか買った場合に車庫証明をうちのほうからも発行してござい

ます。滞納者につきましては、その分については納めていただかない限り発行はしてご

ざいません。 

  以上でございます。 

○議長（美野勝男君）    ほかに質疑ございませんか。 

  ５番、田代哲郎君。 

（５番 田代哲郎君 登壇） 

○５番（田代哲郎君）    滞納で大分時間とりましたけど、こっちはさらっと一般的

な歳入についての質疑を行います。 

  まず、１０ページの１款町税、町民税です。 

  個人は本年度、２億８,５０２万７,０００円の計上となってます。前年度は２億８,

７００万余りの計上で、わずかに２５９万２,０００円の減額ということですが、平成

２８年度決算額では３億８１３万９,０００円の歳入があります。その見込み額なんで

しょうけど、昨年度よりも、２８年の決算よりも減額したような計上というのは、やっ

ぱり人口減というか、そういうことを計算してのことなのかお伺いいたします。 

  法人税も同じページなんですが、２目法人税、１節現年度課税分が２,０９１万円と

なってます。これは前年度１,７１８万の計上で若干ふえてます。法人税課税対象団体

という、対象となってる法人の推移というんですか、町内での推移はどうなっているの
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か、ふえてるのか減ってるのか。 

  ２項固定資産税です。固定資産税というのは町税の中でも非常に大きなウエイトを占

めるんですが、３億８,２０３万６,０００円の計上となってます。これも前年度は４億

４１２万１,０００円の計上でした。２８年度、前々年度の決算では４億３,４８１万３,

０００円の歳入があります。それからしたら、ちょっと見込みにしても、固定資産税の

計上が少ないのではないかと、特に２８年度実績から見るとかなり低いように思います

んで、その理由についてお伺いします。 

  それから、１１ページに移りまして、市町村たばこ税の計上があります。これも現年

度は３,２００万の計上ですが、前年度も、毎年３,２００万という計上で、コンビニが

できる前はもっと低かったんですけど、そういうコンビニができたことで大分ふえてい

ます。ただ、２８年度の決算額は３,８８７万６,０００円が歳入してますので、これも

決算額から見たら計上が少ないのではないかという気がします。コンビニ等でのたばこ

の売れ行きというのはそんなに落ちるということはないと思いますので、少なく見積も

る理由というんですか、根拠はどうなってるのかお伺いします。 

  それから同じ１１ページで、利子割交付金、これは金融機関などから利子の支払いを

受ける際に税がかかるんですが、この税の一部を財源として、県が個人県民税の額に応

じて市町村に対して交付するということになってますが、現年度が２００万円、前年度

は１００万円の計上でした。決算額では、２８年度決算では１８７万７,０００円とい

うことで、これはかなり決算額よりもふえてるし、前年度の当初予算額よりも倍になっ

てるんで、そんなに利子割交付金が多く見込める根拠というのをお示しください。 

  それから、１２ページに移りまして、いつでも気になっている地方消費税交付金です

が、地方消費税交付金が１億３,０００万円の計上です。これは前年度と同じですが、

これも２８年の決算額は１億５,０００万円を超えています。この決算額から見ると、

ちょっと少ないのではないかという気がするんですが、そこの根拠をお願いします。 

  それから、いつでも言ってるんですが、１２ページ、１３ページにまたがって、地方

交付税３５億の計上です。前年度よりも５,０００万円少ない計上になってます。２８

年度決算は４０億３,３５９万１,０００円ということで、大体４０億ぐらいの最終の交

付になってるんですが、今後、毎年何億ずつ下がっていきますという話が出てくるんで

すが、今後の見通しというのはどう考えておられるのか。 

  あと、１６ページに移りまして、あとはちょっと新しいのとかそういうのだけ。国庫
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支出金１４款です。１６ページで、２項国庫補助金で、民生費国庫補助金、１節の障害

者福祉費補助金で、地域生活支援事業補助金４３２万２,０００円の計上になってます。

前年度は３００万の計上で、平成２８年度の決算では２６４万１,０００円と、４００

万も落ちてないんで、これを多く見込んで計上したのはどういう根拠からか。 

  それから、額的には多くないんですけど、同じ節の中に１１万４,０００円という小

児慢性特定疾病対策補助金というのがあります。この補助金の趣旨だけちょっと説明を

いただければ。これたしか新しい補助金だと思います。 

  それから３目衛生費国庫補助金です。１節衛生費国庫補助金、感染症予防事業費等補

助金というのが２０万３,０００円入ってます。これも新しいと思いますので、私の認

識に間違いなければ、新しい補助金だと思いますんで、大体その趣旨だけ説明していた

だければと思います。 

  それから５目の教育費国庫補助金、これも教育費補助金で僻地児童生徒補助費等補助

金というのが１８９万円計上されてます。この趣旨についても簡単に説明していただけ

ればと思います。 

  県支出金は１８ページからです。１８ページ、１９ページにわたって農林水産業費県

補助金、４目です。１節に農業費県補助金というのがあります。農業次世代人材投資資

金１,３５０万円の計上ですが、今まであった青年就農給付金事業給付金というのがな

くなってるように思います。このそれに変わるものなんか、その辺の趣旨についてお願

いします。 

  ２０ページの県委託金。民生費県委託金で在宅育児支援助成委託金２２５万円が計上

されています。この趣旨についても説明をお願いします。 

  ２１ページに移りまして、１８款繰入金、財政調整繰入金。これを４億２,６７９万 

１,０００円の計上ですが、繰り入れ後、計算すればわかるんですけど、繰り入れ後の基

金残高をお願いします。 

  それから２４ページ、２５ページに移りまして、最後のほうですけど、２１款の町債、

臨時財政対策債が２億円の計上になってます。前年度は２億１,０００万円の計上でし

て、１,０００万円が減額してます。これも２８年度の決算額は１億９,４００万円余り

ですけども、臨時財政対策債を１,０００万円だけですけども減額計上した根拠をお願

いします。 

  以上です。よろしくお願いします。 
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（５番 田代哲郎君 降壇） 

○議長（美野勝男君）    税務課長、中谷君。 

（税務課長 中谷昌弘君 登壇） 

○税務課長（中谷昌弘君）    それでは、田代議員の御質疑の予算書１０ページでご

ざいます。１款町税、１項町民税、１目個人町民税、２目法人町民税のほうから御説明

をさせていただきます。 

  これにつきましては、議員仰せのとおり、やはり人口減少というものが要因ではない

かと考えてございます。均等割につきましては、２９年の９月末の調定時を比較してみ

ますと、均等割の人数が４,０１０人ということでございます。２８年の９月末調定時

と比較して、２８年の９月末の調定時の均等割の人数が４,０１９人。やはり当然、人

口減少ということで９人の減ということでございます。そういうことを比較いたしまし

て、平成３０年度においても１０人の減、税額にして３万４,０００円の減額としてご

ざいます。続いて、所得割でございます。所得割につきましては借り入れる金額に対し

て、６％掛けまして、それに対して徴収率、徴収見込み率ですね、それを掛けて、所得

割では２億６,９６３万３,０００円を見込んでございます。これにつきましても、給与

所得者につきましてはある程度安定していると考えてございます。しかしながら、結果

的には大幅な減少ではないかと考えてございます。それと、個人事業者への経済効果と

いうのはまだまだ微風でございます。納税者数の減少によって、穏やかではありますが

減少しているものと考えてございます。 

  続いて、法人税でございます。法人町民税でございます。まず均等割につきましては、

平成２９年度から比較しまして、法人が３社ふえてございます。３法人の増ということ

で、１号法人で５万円、３号法人で１３万円、８号法人で１７５万円、計１９３万の増

額となってございます。続いて、法人税割でございます。３０年度の見込みにつきまし

ては、平成２９年９月末調定で、予算額５２０万に対しまして、現在、８２９万１,５

００円でございます。平成２９年度末の調定を１,０００万程度見込んでいるところで

ございます。平成３０年度については、法人数の増も含めて、前年度の調定の状況から

１８０万円の増で、７００万円を見込んでございます。 

  続いて、１款町税、２項固定資産税でございます。固定資産税につきましては、平成

３０年度当初予算額は３億７,８８６万７,０００円。平成２９年度当初予算４億１４８

万４,０００円に比べて２,２６１万７,０００円の減額でございます。まず、固定資産
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税につきましては、土地・家屋・償却資産に対して課税をしてございます。 

  土地につきましては、平成２９年度課税標準額に、平成３０年度の評価がえによる変

動割合を乗じて算定した課税標準額に対して、１.４％を乗じて見込み徴収率を乗じた

額。土地につきましては１億１,２９０万円を見込んでございます。平成２９年度と比

較して２３８万７,０００円の減額となってございます。固定資産税につきましては、

年々下落率が穏やかになっているというところで、下げどまりの傾向ではないかと考え

てございます。 

  続いて、家屋につきましては、平成３０年度当初予算見込み額につきましては、平成

２９年９月末の課税標準額に、新増築家屋分、これにつきましては２４件分ございます。

これを加え、滅失家屋分、約１５０件を減額したものに、税率１.４％を掛けまして、

新築軽減の税額を減額、これは７３件でございます。減額し、徴収率を乗じた額、１億

５,８４８万５,０００円を見込んでございます。平成２９年度と比較して１,８３４万

１,０００円の減でございます。これにつきましては、平成３０年度の評価がえ年度に

おける家屋の原価計算が行われるということでございます。当初予算計上時におきまし

ては、各評価がえ年度における原価率をもとに積算をしてございます。 

  続いて、償却資産でございます。償却資産につきましては、平成３０年度当初予算見

込み額につきましては、減価償却分と大臣配分に係る資産の減を含めまして、前年比１

８８万９,０００円の減額でございます。１億７４８万２,０００円を見込んでございま

す。その合計が、３０年度計上している予算でございます。 

  続いて、１款町税、４項市町村たばこ税でございます。３０年度見込みにつきまして

は、２９年度同様３,２００万を計上してございます。２７年度決算が３,０９１万９,

２２３円、２８年度決算額が３,８８７万６,６５２円ということで、前年比２５.７％

の増となってございます。その年度におきましては、コンビニ３店舗が相次いで開店し

たことが大きな要因と考えてございます。２９年度におきましても、１２月末時点の調

定額が、２８年度と比較して若干下がってございます。若干下がってはございますが、

差異がないということを踏まえて、２９年度と同額の３,２００万を見込んでございま

す。これについて、ちょっと見込み額が少ないんではないかということの御質疑もあっ

たかと思います。やはり今の時代を考えますと、禁煙というブームがかなりはやってい

ることもありまして、実際のところ、２９年度につきましても若干低くなってございま

す。そういう状況から、より過大な予算見積もりをしないということで、２９年度同様、
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３,２００万を計上させていただいたところでございます。 

  それと、決算のお話があったかと思います。町民税の均等割、所得割につきましても

２８年度決算に比べて、３０年度の予算が低いということ。それと固定資産税等々につ

いても同じかと思います。これにつきましては、決算では徴収率が、町民税の均等割、

所得割とも、２８年度では９９.３２％だったと思います。これに比較して、やはり当

初予算につきましては、徴収見込み率を９６.５％で積算をしてございます。これによ

る差というのも重立ったものではないかと思います。固定資産税についても同様でござ

います。２８年度決算では９８.９％、これは現年課税分でございます。ということで

ございますが、当初予算の見込み徴収率では９５％ということで計上してございます。 

  歳入予算の見積もりにつきましては、財源の過大見積もりというのを慎重に注意しな

がら前年の収入実績を参考にして、見込んで推計をしてございます。その点につきまし

て、御理解を賜りたいと思います。 

（税務課長 中谷昌弘君 降壇） 

○議長（美野勝男君）    総務課長、細峪君。 

（総務課長 細峪康則君 登壇） 

○総務課長（細峪康則君）    田代議員の御質疑にお答えします。 

  まず１１ページの利子割交付金でございます。前年度より１００万円増加しておりま

して、２００万円の計上をさせていただいております。議員おっしゃられたとおり、２

８年度の決算も１８０万何がしの金額になっておりまして、それよりもちょっと多い額

を計上してるというような話ですけど、利息は相変わらず低い状況ではございますが、

底を打った感というか、そういう部分もございますので、今回、２００万円という、若

干上げさせていただいております。 

  それから、地方消費税ですが、これは１２ページです。これは、決算では１億５,０

００万ほどということでございまして、それよりも少ない１億３,０００万という話で、

ちょっと少ないんではないかというお話でございます。これは、消費税に係るものでご

ざいまして、消費の動向というのは非常に不安定な部分もございます。これで前年度と

同じように見込むというのもちょっと不安もございまして、そして景気の対策とか、そ

ういうものも打ち出されていればいいんですけど、そういうことも現状では余り聞き及

んでおりませんので、前年度と同額の１億３,０００万を計上させていただいておりま

す。 
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  それから、１２ページから１３ページにわたります、地方交付税の見通しでございま

す。議員仰せのとおり、２８年度から５年間の、激変緩和期間に現在も入っておるとこ

ろです。３３年度からはもう１本算定に移行していきます。この３０年度というのは、

ちょうど３年目ということで、５割減ということになります。それで、２９年度の算定

をもとにして出しますと、２９年度は３割減であって、３０年度は５割減ということに

なりますので、去年は１億２,０００万ほどの減という計算でございましたんで、こと

しは、３０年度は五、六千万、２割ですね、そこからまだ２割減るので、２９年度と比

較しますと五、六千万減るという計算になります。そして、来年、３１年度は７割、そ

してそのもう一個後は９割という形になってまいりますので、非常に、将来大きな金額

が減らされていくわけなんですけど、いろんな国の施策も反映されれば多少縮小はして

くのかもしれませんけども、これはあくまでも国の施策とタイアップというか、そうい

うのを見きわめながら、交付税の算定には注視してまいりたいと考えてます。 

  それから続きまして、２１ページの財政調整基金繰入金、今回、４億２,６７９万１,

０００円を計上させていただいてます。それは財政調整基金から取り崩してここに入れ

ていくということなんで、ちょうど２９年度末ではまだ２５億ぐらいだったんですが、

この金額を取り崩していきますと、２１億６,０９７万８,０００円が基金の額になると

記憶してます、済みません。 

  それから最後の２５ページなんですが、臨時財政対策債なんですが、昨年では２億１,

０００万、今年度は２億円ということで、これは国の地方交付税特会の財源不足を補う

ため、自治体が地方債を発行するものでありまして、こちらが幾らにするというもので

はございませんので、国からの金額を示されるものであります。それで、交付税も縮小

されてる中で、この臨時財政も同様に多少縮小されるであろうということで、１,００

０万円少なく計上させていただいております。 

  以上、答弁といたします。 

（総務課長 細峪康則君 降壇） 

○議長（美野勝男君）    保健福祉課長、湯上君。 

（保健福祉課長 湯上ひとみ君 登壇） 

○保健福祉課長（湯上ひとみ君）    私のほうから田代議員の御質疑、１６ページの

１４款２項２目の１節障害者福祉費補助金の地域生活支援事業費補助金の増額について

ということですが、これにつきましては、新規事業といたしまして、海南市とともに、
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基幹相談支援センターの設置に伴う補助金の増額を見込んでいるものでございます。こ

の基幹相談支援センターといいますのは、今も相談支援事業所があるんですけど、それ

に加えてもっと専門的な立場で対応していただくようなことを想定したものでございま

す。内容につきましては、地域生活支援拠点としての業務、地域移行・地域定着の促進

の取り組み、権利擁護、虐待の防止、その他ＰＲ活動などを想定したものでございます。 

  次に、小児慢性特定疾病対策補助金の趣旨ということについてでございます。これに

つきましては、新たに事業を行うものでございまして、児童福祉法第６条の第２項に規

定する小児慢性特定疾病児童等に対し、特殊寝台等の日常生活用具を給付することによ

り、在宅における小児慢性特定疾病児童等の日常生活の便宜を図り、もってその福祉の

増進に資することを目的にとしたものでございます。今回は、必要と思われる物品につ

いての計上に対する補助を想定したものでございます。 

  次に、３目の衛生費の国庫のほうの、感染症予防事業費等補助金につきまして、新し

い補助金ということでございますが、これは名前が感染症ということになってるんです

けども、内容につきましては、がん検診の個別勧奨に対するものでございます。２８年

度までは県事業の補助金を使って、それは２９年度対象者に行っていたものなんですけ

れども、それがなくなりました。県の事業がなくなりまして、３０年度より県の補助金

に移行して、対象者に対して圧着はがきなどの個別勧奨を行いたいと考えているものに

対して補助をいただくものでございます。 

  次に、２０ページをごらんください。 

  １５款３項の２目民生費県委託金の在宅育児支援助成委託金の趣旨ということでござ

います。これにつきましては、県が子育て支援の一環として、保育への支援を行ってい

くんですけども、在宅で生活される子供さんに対してもそれが行き届くようにしたいと

いう趣旨がございまして、県の補助金、県が１００％事業をしたいということです。そ

こへ、市町村としても上乗せをしてほしいという要望がございまして、それを上乗せす

るものです。具体的には、第３子以降を育てる家庭には所得制限なく、第２子を育てる

家庭には所得制限があるんですけども、県が１カ月１万５,０００円を支払うというこ

とで、町としてもその同額を上乗せしたいと考えています。期間は０歳児を在宅で育て

る世帯への支援ということで、８カ月を想定されてるということになっております。 

  以上、簡単でございますが説明とさせていただきます。 

（保健福祉課長 湯上ひとみ君 降壇） 
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○議長（美野勝男君）    教育次長、湯上君。 

（教育次長 湯上章夫君 登壇） 

○教育次長（湯上章夫君）    私のほうから、１６ページの１４款２項５目教育費国

庫補助金の中の、僻地児童生徒援助費等補助金の１８９万円につきまして御説明いたし

ます。こちらのほうは後ほど歳出のほうで計上しております、長谷毛原方面から下神野

小学校、美里中学校へ通います児童のスクールバスの購入費の補助でございます。 

  以上でございます。 

（教育次長 湯上章夫君 降壇） 

○議長（美野勝男君）    産業課長、米田君。 

（産業課長 米田和弘君 登壇） 

○産業課長（米田和弘君）    私のほうからは、田代議員御質疑の１９ページ、１５

款２項４目農林水産業費県補助金のうちの、農業次世代人材投資資金の趣旨ということ

で御質疑があったかと存じます。 

  農業次世代人材投資資金といいますのが、次世代を担う農業者となることを志す者に

対して、就農直後の経営確立を支援する資金でございます。４５歳までの新規就農者に

最長５年間、年間１５０万円を上限といたしまして交付されるような資金になってござ

います。これにつきましては、昨年までは青年就農給付金ということで上げさせていた

だきましたけれども、国の制度改正によりまして名称が変わったものでございます。内

容についてはほぼほぼ同じようになってございますけれども、中間でちょっと役場関係

者であるとか、農業団体であるとかの面接が義務づけられるようになりました。平成２

９年度で７人の受給者がございます。平成３０年はもう少し見込んでございますので、

この１,３５０万という計上にさせていただいておるところでございます。 

  以上、私から答弁とさせていただきます。よろしくお願いいたします。 

（産業課長 米田和弘君 降壇） 

○議長（美野勝男君）    総務課長、細峪君。 

（総務課長 細峪康則君 登壇） 

○総務課長（細峪康則君）    申しわけございません。先ほど、私、財政調整基金の

残高のところで、平成２９年度の補正後のところをちょっと混乱して、ちょっと的外れ

な数字を言ってしまいました。大変申しわけありません。確認して数値を申し上げない

といけないところ、本当に申しわけございません。 
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  それで、２９年度の補正後は２１億８,０７５万３,０００円で、それで今回の繰入額

をそこから引きますと、１７億５,６４４万５,０００円でございます。大変その、４億

ぐらいの差の大きな間違いをしまして申しわけありませんでした。 

（総務課長 細峪康則君 降壇） 

○議長（美野勝男君）    ５番、田代哲郎君。 

○５番（田代哲郎君）    一番気になる町民税についてのみ再質問をいたします。 

  所得割の課税について、給与所得を得ている課税対象者というのは、大まかな数字で

結構です、何割程度あるのでしょうか。 

○議長（美野勝男君）    税務課長、中谷君。 

○税務課長（中谷昌弘君）    それでは、田代議員の再質疑にお答えいたします。 

  給与所得者の人数でございますが、２,２１３名でございます。それと、町民税全体

に占めるという給与所得者の割合というんでしょうか、課税標準額に対する割合でいい

ますと、７２.２５％と考えております。先ほど、給与所得者２,２１３人と申し上げま

したが、比率にして５５.１８％でございます。御理解賜りたいと思います。 

  以上でございます。 

○議長（美野勝男君）    ５番、田代哲郎君。 

○５番（田代哲郎君）    最後に、町民税だけではないんですけど、町税全般で、こ

の予算どおりで収入があったとして、３０年度の財政力指数ですか、そういうのが大体

どの程度になると考えておられるのか。 

  以上です。 

○議長（美野勝男君）    総務課長、細峪君。 

○総務課長（細峪康則君）    財政力指数がどのような数値になっていくのかと、そ

れは恐らくといいますか、推測でしか今の時点では言えないんですが、紀美野町は０.

２１４ぐらいだと、私は記憶しておるんですけども。ですからそれよりも上がるという

のはなかなか考えにくいんではないかと思います。恐らくその数値よりも下がると予想

はしておるところです。 

○議長（美野勝男君）    ほかに質疑ございませんか。 

  １１番、美濃良和君。 

（１１番 美濃良和君 登壇） 

○１１番（美濃良和君）    おはようございます。 
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  先ほどから皆さんいろいろと質疑をされておるわけでございますけれども、こういう

ふうに変わってきてる中で、その歳入欠陥が起こってこないのかどうかというのが、一

番心配するところだと思うんです。さっきのところで、例えば、１１ページの利子割交

付金に対する質疑で、底を打ったと、不景気の底を打ったというふうなことで把握され

てるのかなというふうに思うんですが、２００万、３００万ですから大きくまちの財政

に影響が来ないとは思いますけれども、ここのところの見方、どのような捉え方をされ

て、そういう判断になっているのか、これは底を打ったということは、あとの町民税等

にも影響を、予算の上で、抑えていく上でも景気の低迷、それが底を打ったというふう

に見ていった場合に、全体にも影響、そういうものがあってこの数字が計上されてると

いうふうに思うんですが、それの、底を打ったということについて状況をどのように認

識されているのかお聞きしたいと思います。 

  交付税等についても質問されておりましたので、これは省きますが。 

  それから１４ページ、ここで１３款１項２目の老人福祉施設使用料の長谷毛原健康セ

ンター使用料の２９６万６,０００円ですけども、下がってきてるわけですけれども、

ここの状況を、歳出では聞けませんので、状況をお聞かせいただきたいと思います。 

  １５ページですが、１３款２項手数料の中の、総務手数料の中にある通知カード再交

付手数料、個人番号のカード再交付手数料とで６０万９,０００円が上がってるわけで

ございますけれども、これについて毎年毎年これが、個人からいただくものだと思うん

ですけれども、こういう、必要になるんかどうかです。今それでもって、どうしても持

っていなければならないという、その辺の必要性があるんかどうかお聞きしたいと思い

ます。 

  あと、その下にある３目の土木手数料ですけれども、この建設残土の処理手数料１,

９４４万円。これですけども、工事等の関係でこの数字が歳入できるんかどうか、その

辺のところについてお聞かせいただきたいと思います。 

  それから、次のページの１６ページで、１４款２項１目で総務費補助金の中でマイナ

ンバー関係の予算が上がっています。これについてもお聞かせいただきたいと思います。

あと、その中にある地方創生推進交付金として８３２万４,０００円というふうに計上

されておりますけれども、これの今後の交付金が引き続き国のほうから交付されるんか

どうか、その辺についてお聞かせいただきたいと思います。 

  その下に、１４款３項１目の総務費委託金の中の自衛官募集準備委託金、２万２,０
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００円、これが最近ずっと上がってきてるんですけれども、我々、自衛隊というのは、

災害救助等で活躍される自衛隊というのは非常に期待しとるわけですけれども、最近は

非常にややこしくなってきて、その自衛隊員が海外へ送り出されて、そういった実際に

戦闘行為に発展するようなところにも行かされる、法律が実際通ったので一旦は行かさ

れましたよね。そういうふうなところについて、そういうふうな自衛官というのは、非

常に、何ていうんですか、私たちとしても行かされるべきではないと、そういうふうに

考えるわけでございますけれども、この２万２,０００円交付されることについて、ま

たそれを歳入することについてお聞かせいただきたいと思います。 

  それから、２１ページです。１７款寄附金、寄附金の中のふるさとまちづくり応援寄

附金ですけれども、これ前年も５００万、ことしも５００万の計上されておりますけれ

ども、歳入はできるんかどうかについてお聞かせいただきたいと思います。 

  以上、よろしくお願いいたします。 

（１１番 美濃良和君 降壇） 

○議長（美野勝男君）    総務課長、細峪君。 

（総務課長 細峪康則君 登壇） 

○総務課長（細峪康則君）    それでは、美濃良和議員の御質疑にお答えいたします。 

  １１ページの利子割交付金の２００万円の計上ということで、１００万から２００万

に上げて歳入不足に陥らないかという御質疑でありました。先ほど私がまず申し上げた

のは、利率が底を打ったという感があるということを申し上げて、景気云々ということ

ではございませんので御了解いただきたいと思います。 

  それで、平成２９年度の利子割交付金の現状を申し上げますと、既に収入として２０

６万４,０００円が入ってきております。あと１回交付がございます、３月に。ですか

らこれ以上の上乗せが当然あると思いますんで、３００万円程度になるのかなというよ

うな予想をしてますので、そういう意味でもございまして、２００万円の計上を３０年

度にさせていただいた次第でございます。 

（総務課長 細峪康則君 降壇） 

○議長（美野勝男君）    保健福祉課長、湯上君。 

（保健福祉課長 湯上ひとみ君 登壇） 

○保健福祉課長（湯上ひとみ君）    私のほうからは、美濃議員の御質疑、１４ペー

ジの２目民生使用料の長谷毛原健康センター使用料の状況はどうかということでござい
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ます。これにつきましては、美里園のデイサービスセンターとして利用、貸し出しをし

てるということと、プールの使用を行っているということでございます。プールにつき

ましては、小中学校の休校にも伴いまして危惧したところなんですけども、平成２９年

度では計１０６人の方が利用されております。ただ、その前年度と比べますと、３５名

ほど延べでは減っているかと把握しております。また、デイサービスセンターにつきま

しては、２８年度の最終のころにちょっと休む時期があったんですけども、また今、稼

働されておりますので、ほぼ同じような形で推移していくものではないかと考えており

ます。 

  以上です。 

（保健福祉課長 湯上ひとみ君 降壇） 

○議長（美野勝男君）    企画管財課長、坂君。 

（企画管財課長 坂 詳吾君 登壇） 

○企画管財課長（坂 詳吾君）    私のほうからは、美濃良和議員の御質疑にお答え

いたします。 

  まずページ、１６ページの１４款国庫支出金、２項国庫補助金、１目総務費国庫補助

金の地方創生推進交付金の件でございますが、平成３０年度当初予算におきましては８

３２万４,０００円の予算計上となってございます。平成２９年度につきましては、８

７１万６,０００円の交付金ということで、この金額をもって事業のほうを現在展開し

ているところでございます。この地方創生推進交付金につきましては、平成２９年から

平成３１年までの３カ年行うこととなっておりまして、来年もあると思われます。その

後につきましては、現時点でわからないんですが、地方創生を推進しているということ

で、これに名前は変わるかもしれませんけども、そういったまた補助金は出てくるかと

推測されるところでございます。 

  それから次に、２１ページの１７款寄附金、１項１目ふるさとまちづくり応援寄附金

でございますが、平成２９年度当初予算が５００万円、それから平成３０年度当初予算

が５００万円で計上させていただいてございます。平成２９年度の、平成３０年１月末

現在の寄附金の状況なんですが、４９５万５,０００円、納入者につきましては約４０

０件の納入、寄附者がございました。平成３０年におきましても５００万円を一応計上

させていただいておるんですが、これについても歳入はできるであろうということで見

込んでございます。ことし、平成３０年度におきましては、また歳出のほうでもあるん
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ですが、業務を、そういう広報活動とか、そういった部分を委託していくという事業も

計上しておりますので、また新たにふえるということも想定してございます。なので、

歳入はできると考えてございますので、以上を答弁とさせていただきます。 

（企画管財課長 坂 詳吾君 降壇） 

○議長（美野勝男君）    住民課長、仲岡君。 

（住民課長 仲岡みち子君 登壇） 

○住民課長（仲岡みち子君）    それでは、私のほうからは、１５ページの１３款使

用料及び手数料、２項１目１節の総務手数料のうち、通知カード再交付手数料及び個人

番号カード再交付手数料ということでお答えさせていただきたいと思います。 

  まず、総務手数料の通知カード再交付手数料につきましては、１枚５００円というこ

とで１２０件、月１０枚程度として６万円を計上させていただいております。昨年、２

８年度実績といたしましては９６件、平成２９年現在、２月末で５０件の再交付の申請

がございます。マイナンバーを利用した行政手続の拡大により、通知カードの番号確認

が増加していることから再発行を希望される方が今後も増加すると思われます。もう一

つ、個人番号カード再交付手数料につきましては、８００円で１２件、９,６００円。

再交付の実績は現在ございません。月１件として推計させていただきまして９,０００

円を計上させていただいております。 

  議員御質問の交付状況もつけ加えて言います。平成３０年の２月末現在のマイナンバ

ーカード交付状況につきましては、住基人口９,５９９人、これはカード交付申請時、

平成２７年１２月末の人口でございます。それに対しまして、申請件数が７７１件、住

基人口に対する申請率が８.０％、交付件数６５１件でございます。県平均で９.９％、

全国平均で１３.４％でございます。 

  マイナンバー及びマイナンバーカードを利用しての状況ですけれども、全国的なこと

ですけれども、社会保障・税・災害対策の３分野において、複数の期間に存在する個人

の情報が同一人の情報であることを確認することにより、行政の効率化と国民の利便性

の向上、さらには公正・公平な社会を実現するために活用されてございます。また、マ

イナンバーカードにつきましては、同じく社会保障・税に関する行政の手続に住民票等

及び本人を確認するための添付書類が不要になりました。また、本年予定されてござい

ますサービスでマイナポータルを通じて個々に通知を受け取ることができ、行政手続が

オンラインでできるように間もなくなります。民間においてはセキュリティー対策等、
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職員の執務管理のためのタイムカードからの切りかえ、それから何枚もカードを持つ必

要がないよう、マイナンバーのＩＣチップの空き領域を利用したサービスを実施してご

ざいます。それから、ぜひ、そういうことで利用も今後、見込まれますので、ぜひ申請

いただき御活用お願いしたいと思います。 

  それからページ、１６ページの１４款国庫支出金、２項１目総務費国庫補助金、１節

の総務費補助金でございますけども、その１つ、個人番号カード交付事業費補助金につ

きましては、地方公共団体情報システム機構への通知カード、個人番号カード関連事務

の委任に係る市町村の交付金に対して補助金措置をされるものでございます。補助率は

１００％でございます。本年度は１８５万７,０００円として計上させていただいてお

ります。その内訳といたしまして、今年度より、平成３０年度より、平成２９年１月１

日現在の人口に対し、国において示された額、平成３０年度政府予算相当交付金見込み

額９３万４,０００円と、平成２９年度政府予算繰り越し見込み額相当額９２万３,００

０円を合計し、平成３０年度交付金上限見込み額として計上することになり、昨年より

７９万６,０００円の増額となってございます。 

  それから、次の社会保障・税番号制度システム整備費補助金２４３万円につきまして

は、この事業につきましては、昨年、９月の補正において御可決賜り事業実施しており

ますマイナンバーカード等の記載事項、給付時併記等の充実に係るシステム改修費のう

ち、現在では、設計書及び分析事業を実施している状況でございます。国の事業の進捗

等がおくれておりますので、平成３０年度においても引き続きシステム改修を実施する

ことになることから、２４３万円を計上させていただいてございます。 

  それから１６ページの１４款国庫支出金、３項１目総務費国庫委託料、自衛官募集事

務委託料につきまして２万２,０００円、これはということですけども、自衛隊法９７

条の１項に基づく市町村長に自衛官募集事務の一部を委託する、その経費は法第９７条

の３項、国の負担と規定されております。これは主に、広報紙において募集案内の記載

である町の広報費に充当するものでございます。その紙面に対して交付されるものです、

委託料としていただけるものでございます。年に平均、８から９回、募集記事を掲載し

てございます。 

  以上、私のほうからは以上４点説明させていただきます。 

（住民課長 仲岡みち子君 降壇） 

○議長（美野勝男君）    建設課長、井村君。 
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（建設課長 井村本彦君 登壇） 

○建設課長（井村本彦君）    それでは、私のほうから美濃議員の御質疑にお答えさ

せていただきます。 

  １５ページの１３款使用料及び手数料、２項の手数料、３目土木手数料の建設残土処

理手数料の１,９４４万円でございます。これにつきましては、歳入可能かどうかとい

う御質疑であったかと思いますが、過去の実績を申しますと、平成２６年度が２,１５

０万８,０００円、平成２７年度は２,７０７万９,０００円、平成２８年度が３,０５２

万１,０００円、平成２９年度の見込みといたしまして２,１４２万８,０００円となっ

てございます。過去の実績からいえば十分クリアできるということで、現在も工事にお

きましては当然、皆さん御承知のとおり、国道３７０号美里３また美里４バイパスの工

事も始まってまいります。県道の野上清水線、また今回予算のほうを計上させていただ

いてございます町の工事もございますので、十分にクリアできるだろうと思ってござい

ますので御理解をいただきたいと思います。 

  以上でございます。 

（建設課長 井村本彦君 降壇） 

○議長（美野勝男君）    １１番、美濃良和君。 

○１１番（美濃良和君）    今、答弁いただきまして、利子割交付金、１１ページの

３款１項１目利子割交付金でございますけれども、今、課長さんが経費じゃなくて利率

が上がると、確かにそのような方向があるみたいです。その辺については、そういうふ

うな何らかの公的な関係での情報があるわけですか。そういうふうな話は聞いたりもす

るんですけれども。しかし利率が上がってくると、今の景気の問題もありますけれども、

ほかの起債等の利率にも関係してくるというふうなことになってこないかというふうに

思うんですが、この辺のところについてはどういうふうに把握されてるのかお聞きした

いと思います。 

  １４ページ、１３款１項民生使用料で、長谷毛原健康センターも一旦休んでおったデ

イサービスもオープンしたということで、ここのところについても、今だんだんとこう

いうふうな福祉関係は厳しくなってきてる、事業所がなってるように聞くんですけれど

も、この辺についての見通しも大丈夫にいけてるのか、町として東の部分における拠点

というふうに位置づけをされてるというふうに聞いたんですけれども、その辺のところ

についてはどうであるのかもう一度お聞きしたいと思います。 
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  それから、１５ページの１３款２項１目の総務手数料、その中のこの通知カード、個

人番号カード等について、そのシステムの、やっぱりこの問題になる情報がやっぱりず

っと漏れてるんです、漏れてるというんですか出てしまってるというふうな問題等があ

るわけでございますけれども、それに対して、その次のページにある１４款の２項にあ

るところのシステム整備というふうなところがされてきてるんじゃないかというふうに

思うんですけれども、結局サービスはふえますよという答弁なんですけれども、使わな

くてはいけないというふうなことになるんかどうか、それからこれが、結局そういうふ

うにあって、イタチごっこですよね、それをやればまたそれに対してハッカーというふ

うな形でどんどんと来てますから、それの対策をとっていかなきゃならぬと、こういう

ふうなことについて本当に必要であるんかどうかについてもう一度聞いときたいと思い

ます。サービスがふえるんだから、サービスを利用する上で使ったらいいですよという

ふうなことであるんかわかりませんけれども、その辺のところ、どうしてもなければな

らんのかどうかということについてお聞きしときたいと思います。 

  あと、その下にある１４款３項１目の自衛官募集に対してでございますけれども、年

間、８、９回、広報紙に自衛官の募集を載せてるんだということで、そのために２万２,

０００円の国からの金が来てるということでありました。実際、今、自衛官の募集をし

なければ応募者が減ってきたと、こういうふうなことになってきてるわけなんですよね。

先に、１回目の質疑に申し上げたとおり、災害復旧のための自衛官でしたら、我々も望

むし、そのために１つやってやろうじゃないかという、そういう若者の方もあるんです

が、最近は自衛隊に対する動きが変わってきている。それから、いよいよ憲法まで変え

て、自衛隊が、簡単に言ったら自衛軍に変わっていくんじゃないかという、そういう心

配があるわけでございますけれども、その辺のところについて、あえて募集をしなけれ

ばならんのかどうか、そういうふうなところで我々の望んでいることと、それから交付

される趣旨がおかしいように思うんですが、その辺についてもう一度お聞きしときたい

と思います。 

  以上、お願いします。 

○議長（美野勝男君）    総務課長、細峪君。 

○総務課長（細峪康則君）    美濃議員の再質疑にお答えいたします。 

  利率のことに関して、その公的なところから通知文書とかはなかったのかということ

です。私は見てもおりません。ですから通知はなかったということです。 
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  それであと、起債を借りるときにどういう、上がったり下がったりとか、上がるんじ

ゃないかというような御心配の質疑でもあったかと思うんですけど、去年、平成２９年

の３月の借り入れ、これ政府資金なんですけども、それは０.０１％でした。今年度の、

３０年の３末に借り入れるのも政府資金としては０.０１または０.０２というような利

率の償還表が来ておりましたので、ですから利率としてはほとんど変わってない状況で

あると承知してます。借りる起債の率はほとんど変わっていないというように理解して

おります。 

  以上、答弁といたします。 

○議長（美野勝男君）    保健福祉課長、湯上君。 

○保健福祉課長（湯上ひとみ君）    私のほうは、１４ページの長谷毛原健康センタ

ーのデイサービスについての再質疑にお答えいたします。 

  福祉が厳しくなってきてると思うが大丈夫なのかという御心配かと思います。以前に

もお答えさせていただいたかと思うんですけども、紀美野町の東の拠点ということで大

切な施設であると考えております。先ほど、福祉が厳しいということですが、今回の３

０年度からの介護報酬の改定は０.５４％プラス改定率ということになっておりますが、

この報酬の読み込みまではできていないので、さらに厳しくなってるかというのはちょ

っとお答えしかねるところがあるんですけども、それにしても、やっぱり現状を十分に

把握し、事業所の方にも聞き取りを行うなど、存続に向けて必要であればさまざまな検

討が必要になっていくかもわからないとは考えております。 

  以上、答弁とさせていただきます。 

○議長（美野勝男君）    住民課長、仲岡君。 

○住民課長（仲岡みち子君）    美濃議員の再質疑にお答えいたします。 

  マイナンバーにつきましてのセキュリティーについてどうかということなんですが、

国においても徹底的にセキュリティーの管理に努めるということでいつも通達がござい

ます。また、住民課のほうでもより徹底したセキュリティーについても管理してまいり

たいと思います。 

  それから必要であるのかということでございますけれども、先ほど利用状況について

御説明させていただいたとおり、どんどんと国においてのマイナンバーを使った政策が

通知来ますので、とにかく公正・公平な社会を実現するために活用されるということで

ございますので、今後も執務していきたいと思います。 
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○議長（美野勝男君）    町長、寺本君。 

○町長（寺本光嘉君）    美濃議員の自衛隊についての自衛官募集事務委託金という

ことで、また毎年議論してるところでございますが、これにつきましては、我々が望ん

でいることと趣旨が違うということをおっしゃられましたけど、我々は戦争を望んでる

わけでも何でもないです。したがいまして、やはり今の自衛官が災害救助とか、いろい

ろしてる、そうした中で募集をしていくということでございますので御理解賜りたいと

思います。 

  以上です。 

○議長（美野勝男君）    １１番、美濃良和君。 

○１１番（美濃良和君）    利息等についてはまだ公的なものはないということなの

で、次に、長谷毛原健康センターについても了解しました。 

  このマイナンバーなんですけれども、公平・公正というふうなことの意味合いという

のが、いろいろあると思うんです。これについて情報の漏れることについては、これは

またまたとかいう形でよく出てくるんですけれども、実際、さっきから申してるとおり

セキュリティーの管理に国のほうでも努めると、こういうふうに言うてるということな

んですけれども、それはもう当然だと思うんですが、しかしその努力にもかかわらずい

ろんな情報が、うっかりというのもあるんでしょうけれども、含めて出ていってる部分

があると。あとマイナンバーに対するサービスを、いろんなあれもこれもということで

使ったら便利ですよというふうな形になってるからふえるんじゃないかというふうなこ

とのようですけれども、なくてもよければない方向で行くのが一番いいんじゃないかと

いうふうに思うんですね。実際に、以前あった住基ネットというのは、もう完全に金だ

け使って消えてしまっているわけですよね。今、ほとんど住基のネットの話は聞かなく

なってしまったわけですけれども、そういうふうな形になってきている。そういう点で、

必要でないものならば、何でこのイタチごっこのようにセキュリティーのために金を、

うちだけでもこんだけの金額が来ていますから、国にとっては相当大きな金を費やして

事業をやっているかというふうに思うんですが、実際、そこのところ、うちのまちの町

内の方も、先ほど約８％って言われましたかね、それぐらいしか使っていないというこ

とでありますし、そこのところがわかりにくいんですね。公正・公平という点について、

もう一度、もう少し説明を願いたいと思います。 

  それから、自衛官募集事務委託料について、町長に答弁をいただいたんですが、町長
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も言われるように、自分らの願っているのは、戦争やらに行ってもらうということは考

えていないんやと。だから、災害のために自衛官がいてくれている、その頼もしい姿を

思い浮かべているというのが、大体、皆さんのうちの町においても、そこにあるんかと

いうふうに思うんですね。しかし、国のやっていることはどうなんかということもきっ

ちり見といていかなきゃならんのじゃないかというふうに思うんですよ。 

  一昨年でしたかね、戦争法、安全法という名前ですけど、実際、それまで外国に行っ

て武器を持っても戦うことがなかったのが、できる法律ができたと。一旦、南スーダン

に行ったけれども、やっぱり憲法の観点から、それができなかったと。今度は、その憲

法も変えようかという、その視点から見たら、まさに我々の願う方向と、今、国の方向

には大きなギャップがあるというふうに思うんですよね。そのところから考えて、我々

は、ありながら、８ないし９回の広報というふうな形であったとしても、その自衛隊員

を募っていかなきゃならんという、そこに矛盾はないのかということについて、もう一

度聞きたいと思います。 

○議長（美野勝男君）    町長、寺本君。 

○町長（寺本光嘉君）    この自衛官についての募集について、再度、御答弁申し上

げます。 

  今、国において、これ、法改正をそれでは完全にするんやというふうなことではない

わけですよね。今、十分議論されているという段階であろうかと思います。 

  そうした中で、自衛官の募集イコール戦争と、これはちょっといかにもあれじゃなか

ろうかというふうに私は申し上げて、決して戦争を望んでいるわけではございませんよ

と、こういう感じの答弁をさせていただいたつもりでおりますんで、ひとつ御理解を賜

りたいと思います。 

  以上です。 

○議長（美野勝男君）    住民課長、仲岡君。 

○住民課長（仲岡みち子君）    美濃議員の再々質疑にお答えさせていただきます。 

  マイナンバーカードについてですけれども、公正・公平と申しましたのは、社会保障

と税と災害対策の３分野においての複数の機関に存在する個人情報が同一人の情報であ

ることを確認することにより、行政の効率化と国民の利便性の向上をもたらすというこ

とで、公正・公平な社会を実現するということを申したのでございます。 

  それからですけれども、マイナンバーに対するセキュリティーについてですけれども、
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個人情報保護委員会という第三者機関がマイナンバーが適切に管理されているかという

ことで、監視・監督を行うとしてございます。法律違反した場合の罰則も、従来よりも

重くなってきておるように聞いております。それから、マイナンバーを提供する際には、

マイナンバーの確認と身元の確認を義務づけているため、マイナンバーを活用して本人

になりすます等の手続を行うということはほとんどできないと思います。 

  それから、マイナンバーカードが余り普及していないんじゃないかということなんで

すけれども、ただ、マイナンバー通知カードにおいて、番号さえわかれば行政のほうで

手続ができます。例えば、税の申告とか、今現在ではしておりますので、マイナンバー

で管理、間もなく銀行等、それぞれ進んでまいります。 

  セキュリティーについては、もう議員おっしゃるとおり、イタチごっこになるという

ことはありますけれども、国においても法整備はどんどん進んでおりますので、対策に

ついては大丈夫かと思っております。 

  以上です。 

○議長（美野勝男君）    ほかに質疑ございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（美野勝男君）    これで、歳入について質疑を終わります。 

  休憩いたします。 

 休 憩 

（午前１１時０７分） 

――――――――――――――――――― 

 再 開 

○議長（美野勝男君）    休憩前に引き続き会議を再開します。 

（午前１１時１６分） 

○議長（美野勝男君）    続いて、歳出第１款から第２款について質疑を行います。 

  ５番、田代哲郎君。 

（５番 田代哲郎君 登壇） 

○５番（田代哲郎君）    それでは、歳出の１款と２款、議会費と総務費で質疑を行

います。 

  総務費から、２款総務費、１項総務管理費、負担金補助及び交付金、３３ページです。

定住促進補助金１,３５０万円、２８年度、２９年度並みに計上です。平成２７年度移
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住者は１６ということになっています。２８年度は１２ということで、若干減っていま

すが、今後、こういう定住促進というものの見通しをどう考えておられるのか、答弁を

求めます。 

  それから、９目の自治振興費は、３６ページです。毎年取り上げているんですが、１

３節委託料、コミュニティバス運行委託料が３,４７０万円の計上で、若干、前年度か

ら減っています。これが、説明資料を見てもよくわからないんです、減っている根拠と

いうのが。それで、減額した理由について説明を求めます。 

  それから、３８ページ、毎年議論しているんですが、計上されている以上、よけて通

るわけにはいかんので、１１目諸費の負担金補助及び交付金です。県防衛協会１万５,

０００円ということで計上されています。 

  問題なのは、この全国防衛協会連合会というのが平成２９年度、防衛問題に関する要

望書ということで、防衛省に提出しています。これ、ことしもまた６月ごろに提出する

んだと思いますが、１つは、「最も根本的な問題である我が国防衛の基本的考え方を憲

法に明確に規定し、国民誰もが疑問を生ずることなく同方針のもとに結束できる基盤を

確立すること」、それが１つと、もう一つは、「安全保障環境に応じた防衛力整備の着

実な実行であります。自衛隊が平和安全法制（２０１５年に成立した法制）により新た

に拡大した任務を遺憾なく遂行し得るために不可欠な所要の装備と隊員の確保並びに人

員充足率の向上にぜひ格段の配慮をお願いいたします」ということで、要するに端的に

言うと、自衛隊が戦争しやすいように憲法を改正することと自衛隊の装備と人員を充足

することということ、これを防衛省に提出しています。 

  明らかに、憲法改正、いわゆる集団安全保障法制のときも盛んにそれを求めていまし

たが、憲法改正を主張するという、そういう団体に自治体として助成すべきではないと、

この点が一番問題だというふうに考えるので、どうなのか、助成すべきではないと思い

ますが、当局の考え方はどうなのかをお伺いします。 

  それから、あと防災諸費が３８ページ、３９ページです。委託料で土砂災害ハザード

マップ作成委託料９５６万９,０００円と計上されています。これは、たしか説明があ

ったかもわかりませんけど、予算説明のときに。これ、非常に待たれますので、完成は

いつごろになる見通しなのか、お聞かせください。 

  ４０ページに移ります。１９節負担金補助及び交付金で、住宅耐震改修事業補助金１,

１８７万４,０００円の計上です。前年度は７５２万７,０００円で、平成２８年度は４
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４９万４,０００円です。平成２８年度の決算では１１６万５,０００円の計上で、決算

でこの程度で、余り今までに利用されたということがないんで、説明資料を見ています

と、戸数をふやしているようですけれども、補助金の対象戸数をふやして計上額をふや

すというからには、それなりの見通しがあるのかどうか。 

  それから、２項徴税費も、４１ページです。税務総務費で１９節負担金補助及び交付

金で、和歌山地方税回収機構６６万８,０００円の計上です。２８年度決算では、１０

４万７,０００円の計上になっています。これも説明資料を見ていますと、根拠がよく

わからないんですけど、どうしてそういう計上額になるのか、説明を求めます。 

  それから、４２と４３ページにまたがって、戸籍住民基本台帳費です。１目戸籍住民

基本台帳費で、備品購入費５４０万円というふうにあります。説明資料にある住基ネッ

トワークシステム機器更改一式となっているんですけど、説明資料にはこれだけ書いて

あるんで、何のことかよくわからないんで、この備品購入費についての説明をお願いし

ます。 

  以上です。よろしくお願いします。 

（５番 田代哲郎君 降壇） 

○議長（美野勝男君）    企画管財課長、坂君。 

（企画管財課長 坂 詳吾君 登壇） 

○企画管財課長（坂 詳吾君）    それでは、私のほうからは、田代議員の御質疑に

お答えをいたします。 

  予算書の３３ページの２款総務費、１項総務管理費、５目企画費の中の負担金補助及

び交付金の中の定住促進補助金につきましてでございます。 

  この補助金につきましては、平成２７年度には、先ほど議員おっしゃられましたとお

り、１６名の方が補助を受けられております。それから、平成２８年度におきましては、

１２名の方が補助を受けられております。それから、平成２９年度、３０年の１月末現

在なんですが、１５名の方が補助を受けられております。金額にいたしまして、８８５

万円でございます。 

  今回、平成３０年度におきまして１,３５０万円を前年度と同様計上させていただい

ておるんですけれども、今後の見通しということで、いろいろとやっている中で、今は

横ばい状態なんですけれども、今後も若干ふえていってほしいなということもございま

すけれども、これは何とも見通しというのはわかりづらい部分がございますので、ただ、



－３５－ 

うちもいろいろと事業をやって移住者も呼び込んでおりますので、若干ふえていくとい

うことと思いますので、御理解賜りたいと思います。 

（企画管財課長 坂 詳吾君 降壇） 

○議長（美野勝男君）    総務課長、細峪君。 

（総務課長 細峪康則君 登壇） 

○総務課長（細峪康則君）    それでは、田代議員の御質疑にお答えをいたします。 

  まず、３６ページなんですが、３０万円、昨年度から減少しております。コミュニテ

ィバス運行委託料でございます。 

  この原因といいますか、要因は、小川線ですけれども、これが水曜日の午後、昨年の

秋まで、秋以降は走っていないんですけど、夏までは走っておったんです。しかし、小

川小学校の児童の関係もあって、終わりの時間とかもありまして、この小川線の水曜日

の午後を秋以降、廃止しております。その分が減少したということでございます。 

  それから、３８ページの県防衛協会へ１万５,０００円負担金として出しているとい

うことで、これはいかがなもんかという御質問でございます。 

  国防に関して、皆さんの意識もまだまだ高い状況では私はないと思っております。自

分たちももっと自衛隊のことをよく知って、世界情勢が刻々と変化している中、国防に

ついてももっと真剣に考えていかないといけない時期であると思います。 

  それで、防衛協会の事業ですね、防衛に関すること、それから自衛隊の健全な育成や

発展、それから自衛隊の協力団体との諸事業に対する協力と、こういう県防衛協会の事

業がございます。 

  それで、自衛隊というのは、日本の平和と独立を守るという本来の使命に加えて、国

際社会の安定化や国内外における災害派遣など、国民の安全と繁栄のため多岐にわたる

活動を行っているところであります。それで、こういう活動をしている県防衛協会に支

出して、当然のことだと考えております。 

  次に、３９ページの土砂災害ハザードマップ作成委託料９５６万９,０００円を計上

してございます。 

  県のわかやま防災力パワーアップ補助金を半額いただいて作成するものでございまし

て、ちょうど都市計画のところでも小椋議員から御質疑をいただいたところでありまし

て、少し述べさせてもらいましたが、改正の時期ですね、これは当然、早い時期にやっ

ていきたいとは思うんですけれども、やはり業者選定とか、そういうこともございます
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んで、恐らくもう梅雨を越して秋以降、とにかく早い時期にはしていきたいんですけれ

ども、明確な何月にでき上がるよということは申し上げませんけれども、年度内はもち

ろんのことですけど、できれば年内につくって配布をしていければとは考えております

ので。 

  それから、住宅耐震改修、これは４０ページですね、住宅耐震改修事業補助金１,１

８７万４,０００円と。これ、結構金額も上げて戸数もふやしております。議員おっし

ゃるとおりです。 

  これは、３９ページにも木造住宅耐震診断委託料ということで１３２万円上げていま

す。とにかく、皆さんにいろいろ周知する、積極的な耐震構造にしていただくために、

広報活動も当然のことながら、戸別の訪問ですね、各一軒一軒回って木造耐震診断の件

数をふやしていくと。２９年度につきましても、吉野地区と国吉地区全戸に回って、そ

していかがですかと、こういうのがありますんでということで啓発をして、それを診断

していただいて、そしてそれを改修につなげていくということをやりましたんで、３０

年度も引き続きこういう形で行いますので、金額を上げているところでございます。 

  以上、答弁とさせていただきます。 

（総務課長 細峪康則君 降壇） 

○議長（美野勝男君）    税務課長、中谷君。 

（税務課長 中谷昌弘君 登壇） 

○税務課長（中谷昌弘君）    それでは、田代議員の御質疑にお答えをいたします。 

  私のほうは、４１ページでございます。２款総務費、２項徴税費、１目税務総務費、

１９節負担金補助及び交付金の中の和歌山地方税回収機構の負担金６６万８,０００円

の内容でございます。 

  これにつきましては、内容は、基礎負担金と処理件数割と徴収実績割で算定をしてご

ざいます。平成２９年度と比較して、２６万２,０００円の減額となってございます。 

  回収機構の負担金の算定は、基礎負担金と申しますのは、市町村人口規模に応じて直

近の国勢調査により算定をしております。紀美野町は９,２０６名であると思いますの

で、１万人未満ということで、基礎負担金は５万円。 

  それと、処理件数割というのは、いわゆる処理した件数１件に対して６万円というこ

とで、３０年度につきましては、９件を予定しているということで、５４万円でござい

ます。 
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  続いて、徴収実績割といいますのは、平成３０年度においては、前々年度、平成２８

年度の徴収金額の１０％となってございます。ということで、平成２８年度の徴収実績

額７８万４,０４３円の１０％ということで、７万８,０００円を計上してございます。

その合計が６６万８,０００円となってございます。対２９年度比較２６万２,０００円

の減額ということで御理解を賜りたいと思います。 

  以上、よろしくお願いいたします。 

（税務課長 中谷昌弘君 降壇） 

○議長（美野勝男君）    住民課長、仲岡君。 

（住民課長 仲岡みち子君 登壇） 

○住民課長（仲岡みち子君）    それでは、私のほうから、４３ページの２款総務費、

３項１目１８節の備品購入費について、住民基本台帳のネットワークシステムの更改の

機器一式ということで、これは耐用年数により５年ごとに更改するものでございます。 

  以上、答弁とさせていただきます。 

（住民課長 仲岡みち子君 降壇） 

○議長（美野勝男君）    ５番、田代哲郎君。 

○５番（田代哲郎君）    １１目諸費の負担金補助及び交付金で、防衛協会の１万５,

０００円ですけど、答弁を聞いていたら、あら、ちょっとニュアンスが変わってきたな

と。今までだったら、災害救助のときに災害があったら自衛隊のお世話になる必要があ

るので、自衛隊を応援している団体であるからということで、今度は、防衛という問題、

国の防衛ということにも真剣に目を向けるべきだということで、もちろん私たちは安全

保障法制という、あの法律が憲法に違反しているから間違いだと考えています。現在の

自衛隊は、国の防衛というのは、専守防衛ということになっていまして、これは長いこ

と日本の政府が保ってきたことで、ですから憲法に一言も自衛隊の条文はないんです。

ないけれども、それが日本の自衛隊は、国が攻められたときに応戦するということで、

これを専守防衛と、防衛に徹する実力組織だということで、今までそれでずっと来たの

が、御存じのとおり、安全保障法制という法律ができたんで、外国に攻めていけるよう

になったし、攻めてはあれですけれども、外国で武器使用ができるようになったんで、

その法律自身が憲法に違反していると、多くの学者もそういうことで、政党もそういう

ことで活動しているわけです。 

  それで、憲法９条というのは、御存じのとおりの条文で、それがあるから、自衛隊は
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外国へは行けませんということで、一人の戦死者も出していないし、一人の外国軍の兵

士も殺したことがないというのが実情です。 

  ですから、そういう若者が自衛隊に入って、中には、自衛隊に入ったら、そういうと

ころへ行ったら人間が変わるぞという人もありますけれども、南スーダンで実際に戦闘

を見た自衛隊員の記事が、これは２０１７年、去年の３月１１日の毎日新聞の記事があ

ります。読み上げていると長くなるんですが、実際に戦闘場面で南スーダンに派遣され

た自衛隊員が目の前で政府軍と反政府軍が大規模な戦闘を起こして、実際に目の前で人

を殺したり殺されたりということが起こって、そこから帰ってきた自衛隊員は、ＰＴＳ

Ｄ（心的外傷後ストレス障害）というので、２０人ほどが特別なケアを受けなければな

らなくなったという、実際に目の前で人が殺されるとか、そういう場面を目撃するとい

うのは、そういうことだと思います。 

  ですから、そういうふうに若者を日本の防衛とは関係のない戦闘地域に派遣するとい

う、安全保障法制にも賛成しているし、今、また憲法を変えてくださいとか、自衛隊が

外国で活動しやすいように、そういう装備を充実してくださいと、そういうことを主張

している団体だということを認識してほしいと思います。 

  そういうとこで、先ほども募集の話が出ましたけども、そういうとこで、自衛隊に入

って災害救助や専守防衛で国を攻められたときに守ろうと思っている自衛隊員が、実際

に日本の防衛とは関係のない戦闘で命を落とすということもあり得るんだからという、

そういうようなことがあってはならないというふうに私たちは思います。その点につい

ての考えをお聞かせください。 

  それから、単に自衛隊を応援するという日本の防衛についてのあれを持っているとい

うだけでは、活動しているというだけではないと思います。余り長くは申し上げません

けれども、あと４０ページの住宅耐震改修事業補助金ですけれども、一軒一軒回ってっ

て、これまた大変だろうと。防災担当の職員さんが回っているということですけれども、

やはりそれで若干利用がふえてくるという見通しはあるんでしょうか。その辺、どうな

のか。 

  それから、４２ページ、４３ページの戸籍住民基本台帳費ということで、ネットワー

クシステム機器更改一式って、５年ごとに変えることになっているんでということで、

５４０万円かけて、これ、ネットワークシステムにある機器を全て入れかえるんですか、

パソコンも含めて。そういうことを答弁をお願いします。 
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  以上です。 

○議長（美野勝男君）    町長、寺本君。 

○町長（寺本光嘉君）    田代議員の再質問にお答えをいたしたいと思いますが、こ

の自衛隊、県防衛協会の件でございますが、現在の中国、韓国、またロシアによる領域

侵害ですね、こういうことが現に今起こっているという世界情勢の中で、やはり日本と

してどうあるべきかということを、今、国のほうで、大変難しい対応ではあろうかと思

いますが、審議をされておるわけでございます。そうした国の動向を注視しながらこれ

を見ていきたいと、そのように思います。 

  それと、もう１点は、やはり現在の自衛隊、この災害対応での活躍、これをテレビ等

で見ますと、非常に我々は頭が下がるぐらいの活動をしているというのも事実でござい

ます。 

  したがいまして、戦争、戦争じゃなしに、やはりそうした活動もやっているんですよ

ということを念頭に置きながら、この防衛費ですね、これを出していきたいと、そうし

た思いでございます。 

  以上です。 

○議長（美野勝男君）    総務課長、細峪君。 

○総務課長（細峪康則君）    私から、田代議員の再質疑の住宅耐震改修事業のこと

についてお答えをさせていただきます。 

  防災担当も回っておるんですけど、自治振興の担当と全部で４名で２班に分かれて、

そして朝から夜、２日間ぐらいで回ったりして、国吉地区はそれで終わりました。 

  そういう吉野地区とそれから国吉地区、２９年度は回らせてもらったんですけど、３

０年度はまた違う地域を設定して、同じように２カ所といいますか、そういうのを設定

して、できるだけ早い時期に回っていきたいと考えています。 

  それと、それによって耐震診断してくださったのが、２９年度は２９件ございました。

そして、それがまた住宅改修の補助につながったのが４件、それから設計補助が２件と、

そういうふうにつながっていって、３０年度はもっともっと皆さんに関心を持っていた

だいて、広くこの補助金を使っていただければありがたいなと考えているところです。 

  以上です。 

○議長（美野勝男君）    住民課長、仲岡君。 

○住民課長（仲岡みち子君）    田代議員の再質疑にお答えいたします。 
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  住民基本台帳のネットワークシステムが入っているところ、本庁・支所のシステム、

全部入れかえます。 

○議長（美野勝男君）    ５番、田代哲郎君。 

○５番（田代哲郎君）    確かに、中国とか尖閣諸島へ公船で領海へ侵入したり、そ

れから一時は、北朝鮮が非常に核開発等、ミサイル開発で緊張が激化していましたが、

最近になって様子がちょっとじゃなくて、大変変わってきました。米国のトランプ大統

領が北朝鮮の金正恩朝鮮労働党委員長の要請を受け、５月までに首脳会談をするという

ことを表明しました。訪米した韓国大統領の特使から金委員長が非核化の姿勢と核ミサ

イル実験の自制を示していると説明を受けて、そういうふうに決断したとされています。

この目的は、恒久的な朝鮮半島の非核化を目指すということであります。４月末に開催

で合意している南北首脳会談に続く大きな動きであり、北朝鮮の核ミサイル問題の解決

はもちろん、朝鮮半島の平和体制、北東アジアの安定に向かう転機とするため、関係国

と国際社会が取り組みを努める、今、そういうときだと思います。 

  ですから、北朝鮮の外相が、今、デンマークを訪問して、その下準備をしています。

北朝鮮は、自国の体制が保障されれば、核とかミサイルを持っている意味はないと、今、

本当にどこまで実現するかわかりませんけれども、そういう本当に大事なときだという

ふうに思いますし、そういうことを後押しすることこそ、自治体としてもそうだし、そ

ういう自衛隊を応援すると言うのやったら、そういう平和な環境をできるだけ後押しし

ていくということが大事であって、憲法を守るべき自治体の立場で、そういう憲法を変

えろとか、外国へ行って武力行使がしやすいようになると主張する団体に補助を出すの

はどうかなというふうに思います。その点について答弁をお願いします。 

  以上です。 

○議長（美野勝男君）    町長、寺本君。 

○町長（寺本光嘉君）    田代議員のおっしゃるとおり、今の状況は、韓国の使節団

が北朝鮮へ行って、そして対話外交を進めていこうと。それによって、核の廃絶ですね、

これをしていこうということは、もう本当に世界の各国がもろ手を挙げて称賛している

ところであろうと思いますが、しかしながら今まで北朝鮮がこの位置まで米国と対等に

行けたというのは、何でやったんですか。やはり、そうしたもんがあって、そして力も

ありますよ。しかしながら、やはり平和を願うのは、もう人類万人の願いですよね。そ

うした中で、今後とも外交をやっていくんやという、そうした姿勢は私どもも本当に賛



－４１－ 

成でございます。 

  そんな中で、できるだけ戦争のない、また核のない、そうしたやはりこれから平和を

願っていくという思いでございますので、ひとつ御理解を賜りたいと、そのように思い

ます。 

  以上です。 

○議長（美野勝男君）    暫時休憩いたします。 

 休 憩 

（午前１１時５２分） 

――――――――――――――――――― 

 再 開 

○議長（美野勝男君）    休憩前に引き続き会議を再開します。 

（午後 １時１８分） 

○議長（美野勝男君）    ほかに質疑ございませんか。 

  １１番、美濃良和君。 

（１１番 美濃良和君 登壇） 

○１１番（美濃良和君）    それでは、若干お聞きしておきたいと思います。 

  ２７ページ、１款の１目１５節工事請負費の議会会議室等の赤外線マイク設備更新工

事というのは、どの程度のものをされるのか、お聞きしておきたいと思います。 

  それから、３１ページですが、２款１項４目の財産管理の中の工事請負費のかじか荘

ですね、説明では、高圧電源とかキュービクルについてというふうなことでございまし

たけれども、かじか荘はそれで当面の修理ということでやっていけるのかどうか、その

辺のところ、全体を見渡したもんであるのか、お聞きしておきたいと思います。 

  それから、３３ページの２款１項の５目で、１３節委託料ですけれども、ここのとこ

ろで、長期総合計画実施計画検証事業支援業務委託料というのがありますが、これにつ

いての説明をお願いしたいと思います。 

  それから、定住促進はさっきありましたので、３７ページの９目交通安全対策費の中

の工事請負費で、防犯カメラの設置工事というのがございますが、これについての説明

をお願いいたします。 

  それから、３８ページで、先ほどから質疑がされておりました諸費の中の防衛協会で

すが、市町村公務員というのは、憲法を守る義務があるんですよね。この防衛協会が憲
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法を変えようというところであるわけでございますけれども、その辺のところの矛盾が

ないのかどうか、お聞きしたいと思います。 

  それから、４２ページの２款３項１目で、１３節委託料ですけれども、ここで３つの

保守委託料と改修委託料と更新委託料がございますけれども、これでマイナンバーはど

れに当たるのか、お聞かせいただきたいと思います。 

  それから、先ほどちょっと質疑になっていたと思うんですが、その下の１８節の備品

購入費で５４０万円、いろいろパソコン等を買うということでございますけれども、も

う少しこれについての説明をお聞かせいただきたいと思います。 

  以上、よろしくお願いします。 

（１１番 美濃良和君 降壇） 

○議長（美野勝男君）    総務課長、細峪君。 

（総務課長 細峪康則君 登壇） 

○総務課長（細峪康則君）    それでは、美濃良和議員の御質疑にお答えをします。 

  まず、２７ページの議会費の１５節の工事請負費の議会会議室等の赤外線マイク設備

の更新工事で３５０万円を計上させてもらっています。全員協議会室を初め非常にマイ

クの感度といいますか、なかなか反応が悪い部分もございまして、そういう部分をいい

ものに更新するものでございます。 

  それから、３７ページの防犯カメラの設置工事、これは交通安全対策費で１５０万円

計上しているものでございます。２年前から防犯カメラ、学校周辺の設置に努めてまい

りました。今回、防犯カメラを設置するに当たって、どの辺にしようかという協議も今

進めているところでありますが、町の西側ですね、小畑方面の入り口のほうに今ないの

で、小畑方面に１つと、それから北側、岩出野上線、長谷、それからスポーツ公園、そ

のラインですね、その辺にも設置したいと担当課では考えているところでございまして、

２カ所計画しております。 

  それから、３８ページの県防衛協会の１万５,０００円の支出に関しては、町として

の矛盾はないのかというお話でございますけれども、県防衛協会には県内の町村も全て

支出しているところでありますので、会費を払っているところでありますんで、それは

矛盾がないと考えております。 

  それから、４２ページの電算システムの保守委託料、それから電算システム改修委託

料、それから電算システム更新委託料という部分でございますけれども、この中にマイ



－４３－ 

ナンバーは関係するのかというようなことでありますけれども、実際、住基であるとか、

そういうシステムに関しては、当然関連はしてくると思いますが、今回のところでは、

そういう直接の部分はございません。 

  失礼しました。済みません、委託料の９７７万８,０００円のうち２４３万円、これ

がマイナンバーに関するものでございます。 

  以上、答弁といたします。 

（総務課長 細峪康則君 降壇） 

○議長（美野勝男君）    企画管財課長、坂君。 

（企画管財課長 坂 詳吾君 登壇） 

○企画管財課長（坂 詳吾君）    それでは、私のほうからは、美濃良和議員の御質

疑にお答えをいたします。 

  まず、予算書の３１ページでございます。２款総務費、１項総務管理費、４款財産管

理費のうちの１５節工事請負費のかじか荘設備更新工事でございます。 

  この工事につきましては、かじか荘に設置されております高圧電源キュービクルの地

中埋設ケーブルが、老朽化によりましてケーブルを修繕する必要が生じたために行うも

のでございます。２３７万６,０００円でございます。 

  このほかに、工事請負費としては計上されていないんですが、同じところの修繕料の

中で、かじか荘の修繕ということで、新館のボイラーの配管修繕ということで１４万５,

８００円、それから新館ロビーへの渡り廊下の雨漏りがございまして、それが８万６,

４００円、それから新館レストランの床の修繕ということで、レストランの床が経年劣

化のため再塗装するということで、５４万円の予算を計上させていただいてございます。 

  それから、続きまして予算書３３ページの２款総務費、１項総務管理費、５目企画費

の中の委託料、長期総合計画実施計画検証事業支援業務委託料でございますが、これに

つきましては、平成２９年に策定いたしました第２次紀美野町長期総合計画を効果的に

推進するために必要な各種事業の進行管理や検証の仕組みを構築する業務を業者に委託

していきたいものでございます。計上額は２３０万７,０００円でございます。 

  以上、答弁とさせていただきます。 

（企画管財課長 坂 詳吾君 降壇） 

○議長（美野勝男君）    住民課長、仲岡君。 

（住民課長 仲岡みち子君 登壇） 
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○住民課長（仲岡みち子君）    私のほうからは、４３ページの２款総務費、３項１

目の１８節の備品購入費のもう少し詳しくということですので、住民基本台帳のネット

ワークシステム更改の機器一式と申しましたのが、そのうち住基ネットＣＳサーバー、

そしてネットワーク機器、そして統合端末２台、本庁と支所の分でございます。それだ

けでございます。 

（住民課長 仲岡みち子君 降壇） 

○議長（美野勝男君）    １１番、美濃良和君。 

○１１番（美濃良和君）    ２７ページの議会会議室のマイクですけれども、反応が

悪い、委員会室のかと思いますけれども、これ等について、この本会議場のもそうなん

ですけれども、今後もっと、要するに外向いて、議場外、委員会室外におられる方に聞

いてもらえるような、そういうふうなシステムにできるのかどうか、その辺等について

お考えはないのか、お聞きしたいと思います。 

  それから、３１ページの財産管理の中の下にあるかじか荘でございますけれども、今、

老朽のキュービクルほか幾つかを変えるということで、修理ということでございました

けれども、かじか荘については、要するに施設というのは鉄筋コンクリートで５０年で

すか、その辺のところも含めて、全体はいけるかと思いますけれども、長期的な点から

施設の整備も必要かと思いますけれども、今、指定管理者ということになっているので、

町と、それからまた施設の管理者との関係のところもあると思いますけれども、これで

どれぐらいの施設の運営ができるのか、その辺のところをお聞かせいただきたいと思い

ます。 

  それから、３３ページ、今、上にある長期総合計画についてお聞きしたんですけれど

も、要するに町経営のもとにもう少し実施計画検証事業と書いていますけれども、これ

は長計化のもっと細かい単位、長計と中計と、もっと短い短期の計画というのが組まれ

ると思うんですけれども、その辺のところから来るものなんですか。検証事業というの

は、どういう、もう少し一般的にわかるようなところで説明をお願いしたいと思います。 

  それから、３７ページの交通安全対策費の中の防犯カメラでございますけれども、２

カ所ぐらいつけるということでございますけれども、これはもう一度確認したいのは、

１つは、よくあるところのプライバシーとの問題ですね。防犯カメラが盛んに活躍して

いるというふうなことを最近言いますけれども、また反対の面も出てくるということが

心配されるんですけれども、その辺のところの確認と、それから入札については、これ
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はどういうふうな業者を選定していくのか、お聞かせいただきたいと思います。 

  それと、３８ページの、今、防衛協会ですけれども、他の市町村がやっているから大

丈夫というふうな意味合いのことを答弁いただいたと思うんですけれども、実際、我々

は憲法を遵守しなければならんというふうになっていると思うんですよ。守る義務があ

ると。そういうところが、憲法を変えようかというところの団体の補助金を出すという

ことについては、どうであるのか、この辺については、きちんと調べられた上での、単

に他の市町村がやっているからということであるのか、その辺のところをもう一度お聞

きしたいと思います。 

  以上、よろしくお願いします。 

○議長（美野勝男君）    総務課長、細峪君。 

○総務課長（細峪康則君）    まず、赤外線マイクの御質疑からお答えをいたします。 

  これ、非常に老朽化しているのは、議員もよくご存じやと思うんですけれども、全員

協議会室と、それから委員会室のマイクの更新をさせていただくと、先ほど私申し上げ

ました。そして、マイクの台数も、現在の数で設置をします。それで、マイクも持ち運

びができるというようなのをちょっと計画をしているところであります。 

  ただ、議員お尋ねの室外へはどうなのかということでございますけれども、これには

非常にお金もかかることでございますんで、今回のこの工事においては、外へ聞こえる

という設備は設置いたしません。これが１問目の御質疑であります。 

  それから、防犯カメラでございますけれども、これも議員おっしゃるとおり、プライ

バシーには十分配慮して、角度等、設置の方向は精査してやっております。そして、防

犯カメラ等に関する要綱もつくりまして、それにのっとり、誰でも見れるということで

は当然なくて、警察等、そういう関係機関から要請があった場合は、その申請を受け付

けて、そして警察等に見せるというような形をとっております。 

  それから、入札についての御質疑でありますが、これは指名願が出たところの業者で、

そして電気工事の業者であるとか、それから保守管理ができる、そういう業者を選定し

て、選定委員会にかけて、そして入札を行っているところでございます。 

  それから、県防衛協会の１万５,０００円のことでございますけれども、それは他の

市町村がやっているからという、そういう単純なものではなくて、当然、この防衛協会

の活動と趣旨に賛同しているということで、１万５,０００円の計上をさせていただい

ているところでございます。 
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  以上、私からの答弁といたします。 

○議長（美野勝男君）    企画管財課長、坂君。 

○企画管財課長（坂 詳吾君）    それでは、私のほうから、美濃良和議員の再質疑

にお答えをいたします。 

  まず１点目のかじか荘の長期的な整備といいますか、建物についての御質疑だったか

と思います。本館につきましては、昭和代に建設されておりまして、ちょっと年代は、

今、ちょっと控えにないんですが、新館のほうにつきましては、平成１０年に建築をさ

れてございます。 

  新館につきましては、平成１０年からされておるんですけれども、本館につきまして

は、現在、かじか荘のプロジェクトチームをつくりまして、その改修に向けて、どうい

った使い道があるかということで、現在、まだ検討をしているところでございます。 

  それから、かじか荘におきましては、指定管理者ということで、現在、平成２８年の

４月から平成３１年の３月３１日まで、丹生の都プロジェクト株式会社に指定管理をお

願いしているところでございまして、その指定管理者さんにお願いして、その施設の運

営を順調に行っていただいているという現状でございます。 

  それから、長期総合計画の検証の話なんですが、その長期総合計画の検証業務を委託

するということで、具体的な内容といたしましては、評価シートを作成いたしまして、

事務事業評価と連携、内部評価の実施、各課ヒアリングを実施、そしてそれをまた予算

への反映を検討するなどを行って、計画期間においてＰＤＣＡサイクルを定着させて、

住民満足度の高い行政の実践を目指すというのを目的としてするものでございます。 

  事業者から助言・指導をいただきながら、その長期総合計画の検証を進めて、今、ど

のぐらい進んでいるか、今後どのように進めたらいいかということを検証していくもの

でございます。 

  以上、御理解賜りますよう、よろしくお願いいたします。 

○議長（美野勝男君）    １１番、美濃良和君。 

○１１番（美濃良和君）    それでは、３１ページのかじか荘については、プロジェ

クトチームをつくるということですかね、検討しながら、これは古い本館についてやっ

ていくということであったかというふうに思います。 

  何にしても、私らそういう点については素人ですので、とやかく言うもんではござい

ませんけれども、この検討するについては、やはり田舎ですから、田舎を生かしたとい
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うんか、よく言われるところの。我々、どうしても、ちょっと済みません。そういうと

ころに踏み込んだ形での状況ですね、特に建物については、検討願いたいと思います。 

  それから、３３ページの長計ですけれども、そういうふうにコンサルに助言をもらっ

てという意味合いであるかなというふうに思いますが、どうしてもこの長計、これから

大事なもんで、また町民も期待していると思うんですよ。これでもってやっていく上で、

ただ、コンサルというのは、どうしてもどこへ行っても同じというようなことになりか

ねない部分があって、そこのところ、これについてもやっぱりこのまち独自というんで

すか、そんなものにされていかなきゃならんというふうに思うんですけれども、できる

だけこのまちに適したものというんか、このまちならではのというふうなところをどの

ように持っていくんか、そこのところが大事かというふうに思うんですね。 

  最近、いろいろと環境問題等についていろいろとお話をする機会があったり、よその

町外から来ている方々とお話をする機会が多いんですけれども、我々の、多分、皆さん

方も聞いておられると思うんですけど、こんなものがというものが、よそから来て非常

に新鮮に感じる。こういうことがいいんだよとか、そういうようなものがたくさんある

と思うんですけども、そういう面をしながら、どういうふうにこのまちをさらに興して

いくのか。 

  以前は、紀美野町というのは非常に魅力のあるまちで、和歌山で一番住みたいまちと

いうふうに紀美野町が見られておったそうなんですが、最近、ちょっとそれが落ちてき

たらしく言われるんです。そういう点で、もう一度、紀美野町の、このまちならではの

という、そういうところを含む、どこへ行っても間に合うような計画じゃなくて、この

まち独自の計画というんですか、そういうものをされていかなきゃならんと思いますけ

れども、その辺についてもう一度聞いておきたいと思います。 

  それから、３７ページの防犯カメラなんですけれども、警察に求められたら示すと。

それについては、要領をつくるということなので、それに任せたいと思うんですけれど

も、その点も十分に、いろんな事件も起こったりしていますので、要するに被害者が出

るような、例えば当たったりとか、けがさせられたりとか、そういう事件じゃなくて、

プライバシーに関するところの事件なんかも最近は起こっていますよね。そういう点で、

要綱についてもしっかりとつくっていただいて、警察だからすぐにオーケーということ

ではないという、その辺のところをしっかりしてもらいたいと思います。 

  それから、この入札について、電気工事、また保守管理という点で言われましたけれ
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ども、これも業者の皆さん方が納得できるものであるようにやっていただきたいと思い

ます。 

  それから、３８ページの県防衛協会ですけれども、趣旨に賛同してということですけ

れども、趣旨に賛同してというのは、どの部分ですか。さっきから言っているように、

憲法を変えるというふうなところの団体であって、これに賛同してまさか金を出すとい

うことはないというふうに思いますが、その辺についてもう一度お聞きしたいと思いま

す。 

  それから、４３ページの事務用品で、住基ネットのサーバーというふうに言われまし

たよね。これ、住基ネットのサーバーということで、今、住基ネットはどれだけ使われ

ているんですか。現実的にそれが動いているのかどうか、もう一度、その辺のところを

聞きたいと思います。 

  以上、よろしくお願いします。 

○議長（美野勝男君）    町長、寺本君。 

○町長（寺本光嘉君）    美濃議員の再々質問にお答えをいたしたいと思います。 

  まず、３３ページの長期総合計画実施計画検証事業支援業務委託料ということで、ち

ょっと議員が誤解されているように思いましたので、ちょっと申し上げますが、昨年、

長期総合計画書をつくりましたよね、皆さんに入っていただいた上で。そして、それの

進捗がどないなっているかというやつの検証なんです。したがいまして、この当町の計

画は既にできていますんで、そこのところをちょっと誤解のないようにひとつお願いを

いたしたいと思います。 

  それと、２点目の防犯カメラ、これにつきましては、これはもう今どこに行っても、

この防犯カメラというのはあります。あくまでも、犯罪、そうしたことに遭ったときに、

これを参考のために見るというふうなんが主であると思います。ただ、議員がおっしゃ

られるように、誰もかれも来て見るというんではございませんので、はっきりした取り

決めをやっていきたい、そのように思います。 

  それと、入札関係、これにつきましても、できるだけ町内業者ということで、できる

範囲でやっていきたいと、そのように思います。 

  それと、県の防衛協会の話でございますが、二転三転、同じ話になるわけでございま

すが、先ほど課長のほうから趣旨に賛同してと言っているけど、それはどんな意味やと、

こういう意味でございますが、あくまでもこの趣旨というのは、戦争とか、そんな趣旨
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やないんです。災害が起こったときにすぐさま来ていただけるような、そういうお付き

合いをしていきたいというだけの賛同でございますので、御理解を賜りたいと思います。 

  以上です。 

○議長（美野勝男君）    住民課長、仲岡君。 

○住民課長（仲岡みち子君）    美濃議員の再々質問にお答えします。 

  住基ネットはどのぐらいという、量ではありません。住民基本台帳システムという住

民票を含めた、皆さん、住民の移動等、全てですので、量ではありませんので、御理解

賜りたいと思います。 

○議長（美野勝男君）    企画管財課長、坂君。 

○企画管財課長（坂 詳吾君）    美濃良和議員の再々質問にお答えいたします。 

  かじか荘の施設の検討なんですが、紀美野町独自の特色を生かした、自然を生かした

ことを踏まえながら今後また検討していきたいと考えてございますので、御理解賜りま

すようよろしくお願いいたします。 

○議長（美野勝男君）    ほかに質疑ございませんか。 

  ３番、七良浴 光君。 

（３番 七良浴 光君 登壇） 

○３番（七良浴 光君）    １点は確認です。２６ページ、議会費の１項１目議会費、

１１節の需用費で印刷製本費で、前年度よりも増額していただいております。これは、

同じく２款のほうに出てきておる「広報きみの」のように、一部、「議会だより」もカ

ラーでやっていただけるということであるのかどうか、確認をしたいと思います。 

  それから、３９ページの２款１項１１目防災諸費、土砂災害ハザードマップ作成委託

料が９５６万９,０００円計上されております。完成時期は、先ほど総務課長さんから、

平成３０年度内にやりたいというようなお話があったかと思いますが、このハザードマ

ップ作成を委託する業者については、どういうような業者を考えられているのか、お聞

かせ願いたいと思います。 

  それから、１８節備品購入費の防災用備品の４１２万７,０００円の中で、説明書の

中では、災害緊急用通信機器携帯型無線機と明記しておりますが、この無線機は何台購

入する予定なのか、お聞かせ願いたいと思います。 

  以上２点、よろしくお願いします。 

（３番 七良浴 光君 降壇） 
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○議長（美野勝男君）    総務課長、細峪君。 

（総務課長 細峪康則君 登壇） 

○総務課長（細峪康則君）    七良浴議員の御質疑にお答えします。 

  まず、議会費の中の印刷製本費でちょっとアップしているのは、一部、カラー化する

という、おっしゃるとおり、そのとおりでございます。 

  それから、あとハザードマップの委託する業者ということですね。これは、計画を立

てるものであるとか、それからそういうコンサルに委託をしていこうかというふうなこ

とで、まだちょっと協議は今現在しておらない状況なんですが、県内でもハザードマッ

プ、幾つかどこの市町村でもされているようなので、そういうところも研究しながら、

ちょっとどういう業者がいいのか、ちょっと探していきたいと考えておるところでござ

います。 

  それから、防災諸費の備品で、携帯用の無線ですね、それを購入する予定をしておる

んですけれども、これは今現在あるのが平成５年製で、もう２５年たっているものが１

０台、当時買っておるんですけど、非常に老朽化しておりますんで、今回も新しいもの

に１０台買いかえたいと考えております。 

  済みません、ちょっとつけ加えさせていただきます。 

  議会だよりのカラー印刷の件でございますが、表紙と最終ページのみカラー化させて

いただくということで、一部というのは、この２ページでございますんで、済みません

が、御了承願いたいと思います。 

  以上、答弁といたします。 

（総務課長 細峪康則君 降壇） 

○議長（美野勝男君）    ３番、七良浴 光君。 

○３番（七良浴 光君）    議会だよりのほうは、そういうことで、もうちょっと枚

数が多いんかなと思ったんですが、そういうことですか。 

  ３９ページの土砂災害ハザードマップの件ですが、ただいま答弁では、コンサルとい

うお話が出ておりましたけれども、やはり他町村で実施・作成されているハザードマッ

プももう外にも出回っているように記憶しております。そういったものもしっかりと熟

読していただいて、実情に見合うハザードマップの作成をしていただけるようなコンサ

ルを指定していただきたいなと、このように思いますが、そこのことについての答弁を

お願いします。 
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  それから、備品購入の携帯型無線機の件でございますが、予算説明書には台数がなか

ったので、私は台数を聞かせていただいたので、１台で百三十数万円というのは、相当

高額なものであるんで、びっくりしたわけでございますが、今後は説明資料に書いてい

ただければ、またそういう質疑もする必要もなかったのかなと、このように思います。 

  それで、この携帯無線機が平成５年製ということになれば、親機のほうも平成５年で

はないんかなと、このように思いますが、災害緊急用通信機器としての無線機は全て携

帯無線機であるのかどうか、そこら再度質疑をさせていただきたいと思います。 

○議長（美野勝男君）    総務課長、細峪君。 

○総務課長（細峪康則君）    七良浴議員の再質疑にお答えをいたします。 

  災害ハザードマップの作成ということで、議員おっしゃるとおり、私も同じように思

います。とにかくもう先進のものがありますので、当然、紀美野町の実情に合ったもの

で、なおかつ高齢者の方もたくさんいらっしゃるまちでございますんで、見やすいもの

を完成品として皆さんにお配りをしたいと考えておりますので、いましばらく皆さんに

はお待ちいただくようにお願いをします。 

  それから、無線機なんですが、これ、１０台を購入させていただくことになります。

それで、全て、普通親機とかというのがあるんですけれども、これは１０台とも同じよ

うに子機ばっかりでも使えるというようなのをちょっと考えておるところでありまして、

そういうもので、災害場所であるとか、それから避難所であるとか、そういう簡易なと

ころへすぐ持っていって連絡をつける、そういうものに利用していきたいと思います。 

  なお、防災行政無線も双方向の通信ができるところもございますので、そういうもの

も交えて、いろんな通信手段を使って情報の収集にしっかりとやっていきたいと考えて

おりますので、御理解をいただきたいと思います。 

○議長（美野勝男君）    ３番、七良浴 光君。 

○３番（七良浴 光君）    当然、この１０台の無線機につきましては、デジタルの

無線機ですか。旧態依然としたアナログということではないでしょうね。 

○議長（美野勝男君）    総務課長、細峪君。 

○総務課長（細峪康則君）    これは、アナログを購入する予定にしております。 

  以上、答弁といたします。 

○議長（美野勝男君）    ほかに質疑ございませんか。 

（「なし」の声あり） 
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○議長（美野勝男君）    これで、歳出第１款から第２款について質疑を終わります。 

  続いて、歳出第３款から第４款について質疑を行います。 

  ４番、町田富枝子君。 

（４番 町田富枝子君 登壇） 

○４番（町田富枝子君）    質疑させていただきます。 

  ５５ページ、３款民生費、２項児童福祉費、１目児童福祉総務費、１３節委託料です。

その中で、子育て短期支援事業委託料５万４,０００円上がっていますが、これの内容

と、そしてその次の託児業務委託料２１万３,０００円、これの説明と、そしてもう一

つ、同じく５５ページの２０節扶助費の在宅育児支援給付金、先ほどゼロ歳児と言われ

ましたけれど、その内容について、もう少し詳しくお願いします。 

  それと、６３ページの４款衛生費、１項保健衛生費、３目母子衛生費、１３節委託料

ですが、ここに産後ケア委託料とありますが、これの説明もあわせてお願いいたします。 

  以上です。 

（４番 町田富枝子君 降壇） 

○議長（美野勝男君）    保健福祉課長、湯上君。 

（保健福祉課長 湯上ひとみ君 登壇） 

○保健福祉課長（湯上ひとみ君）    町田議員の御質疑にお答えいたします。 

  ５５ページをごらんください。５５ページの、まず１３節委託料の子育て短期支援事

業委託料についてでございます。 

  これは、保護者等がいろんな状況に応じて、ショートで子供さんを預かるものでござ

います。ここでは、５日間程度を想定しております。委託先は、現在、和歌山市の旭学

園と乳児院を想定しております。 

  次に、続く託児業務委託料につきましては、これ、二通りございまして、子育て支援

センターが行っている事業についての託児と、トリプルＰと言って、児童の虐待予防に

ついて事業をしているんですけれども、それの両方に対する託児業務をシルバー人材セ

ンターと「ぱお」という事業所があるんですけれども、２カ所へ委託している分でござ

います。 

  先ほどもありました、２０節の扶助費、大変申しわけないです。先ほど、もしかした

ら私、８カ月と言ってしまったかもわからないんですけれども、これは先ほど申し上げ

たとおり、県が多子世帯の子育て支援を推進するということで、２カ月以上の赤ちゃん
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で１０カ月を想定しているというものなんですけれども、いろんな所得制限もございま

す。ただ、３歳以上は所得制限なしということでございます。いろんな状況を見まして、

１５人を想定しているところです。 

  次に、６３ページの１３節委託料の産後ケア委託料についてでございます。これにつ

きましては、産後のお母さんの状況であるとか、子供への支援が自宅では困難な場合、

今、想定しているのは、有田市立病院のほうへ委託をさせていただいて、お子さんとお

母さんともに預かっていただくことを想定しているものでございます。 

  以上、答弁とさせていただきます。 

（保健福祉課長 湯上ひとみ君 降壇） 

○議長（美野勝男君）    ４番、町田富枝子君。 

○４番（町田富枝子君）    それでは、託児業務委託料のほうですが、これ、２カ所

ということで、地域包括支援センター「こころ」のほうで一時預かりをすると言ってた

んですが、そのことなんですよね。 

  それと、もう一つ、トリプルＰとおっしゃったんですか、そこの２カ所ということで

よろしいでしょうか。 

  これだけ、すみません、よろしくお願いします。 

○議長（美野勝男君）    保健福祉課長、湯上君。 

○保健福祉課長（湯上ひとみ君）    町田議員の再質疑にお答えいたします。 

  先ほどの託児につきましては、議員おっしゃられた子育て支援センターでの一時保育

かということですが、これではございません。「こころ」というのは、子育て世代包括

支援センターと言って、保健福祉課がそれを担っているものでございまして、今、一時

保育を去年の１０月から始めているのは、２階にあります子育て支援センターに臨時保

育士が３名いておりまして、その臨時保育士が主に一時保育を担ってくれているもので

ございます。 

  以上です。 

○議長（美野勝男君）    ほかに質疑ございませんか。 

  ５番、田代哲郎君。 

（５番 田代哲郎君 登壇） 

○５番（田代哲郎君）    それでは、民生費と衛生費について質疑させていただきま

す。 
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  まず、３款民生費、１項社会福祉費、４６ページ、４７ページにまたがっています社

会福祉総務費です。１９節負担金補助及び交付金、町社会福祉協議会補助金２,４０３

万５,０００円の計上になっております。この補助内容が、説明資料で見てもよくわか

らないというか、わかりにくい内容になっていますんで、補助金が上がっているという

のはわかりますけれども、補助金を引き上げた理由について説明を求めます。 

  それから、３目老人福祉費、４８ページの７節賃金です。集落支援員８１１万円の計

上になっています。高齢者の見守り事業に２名、それから地域サロンで３名となってい

ますが、これで５名ということになりますが、地域見守り事業従事者を２名でなく、も

う少しふやすということはできないものか。もちろん、この支援員だけではなく、ほか

の見守りも、保健師であるとかありますけれども、できるだけ高齢者の見守り事業とい

うのを従事する支援員をふやしてほしいと思いますので、ふやすというのは難しいのか、

その辺の答弁を求めます。 

  それから、１９節負担金補助及び交付金、４９ページです。地域サロン補助金１６２

万１,０００円の計上です。地域サロンの運営をしている高齢者もだんだん年を召して

いるんで、地域サロンの最近の活動状況、大まかにどうなのか、答弁を求めます。 

  それから、障害者福祉費は、５０ページです。先ほど、歳入のところでも質疑しまし

たが、扶助費で小児慢性特定疾病児童等日常生活用具給付費ということになっています。

特定疾病の児童に日常生活を給付する事業で、その小児慢性特定疾病という、大まかに

どんな疾病で、どんな病気の内容になっているのか、説明をお願いします。 

  それから、５１ページ、６目の重度心身障害者医療費です。２０節扶助費で医療費扶

助５,９８１万８,０００円、前年度は６,８０３万１,０００円の計上で、若干、計上額

が減っています。３年前に、６５歳以上の新規のあれが認められなくなったんで、その

関係もあるかと思いますけれども、今後の受給者の推移をどう見通しているのか、その

辺の考えをお聞かせください。 

  あと、５３ページ、これは参考のためにですけれども、１８節備品購入費で設備用備

品１５９万９,０００円で、説明内容は、総合福祉センター管理運営費です。９目、そ

の中の備品購入費で施設用備品ということで、説明では、トレーニング機器更新とある

のみです。どんなトレーニング機器を更新するのか、内容の説明を求めます。 

  毎年質疑しているんですが、５５ページ、児童福祉費、保育所費、７節賃金です。臨

時雇用３,０９２万６,０００円、前年度が３,１９３万３,０００円の計上です。年々少
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し計上額が減っているんですが、臨時雇用の賃金計上額が毎年少しずつ下がっているの

は、児童減に伴って保育士の雇用が減るためか、その辺のことを答弁を求めます。 

  それから、衛生費に移ります。衛生費では、６１ページ、１項保健衛生費、１目保健

衛生総務費で負担金補助及び交付金、野上厚生病院の交付金が５億９,６３２万８,００

０円という計上になっています。前年度が４億４,６１７万円ですので、年々ちょっと

ずつふえてはいたんですけど、この交付金の基準というんですか、かなりふえているん

で、ここまでと言ったらあれですけど、かなりふえているので、増額の理由、根拠とい

うんですか、それをお伺いしたいと思います。 

  ２目の予防費、６１ページです。扶助費で予防接種費用助成金１５０万９,０００円

で、説明資料での計上では、インフルエンザ、１歳児から小学校６年生までで１２０万

円、インフルエンザの中学生が１６万円となっています。平成２９年度の１歳児から中

学生までのインフルエンザワクチンの接種状況はどうなっているのか、かなり今年度も

流行しましたので、どうなっているのか、答弁を求めます。 

  それから、これは先ほど同僚議員からも質疑がありました、６３ページの、いわゆる

委託料で、産後ケア委託料５１万９,０００円と、近くの産婦人科のある公立病院に委

託しているということですけども、母子ともに健全にどうとか、いろいろ説明がありま

したが、具体的にこれのケアの内容というのはどうなっているのか。 

  それと、産後ケアで産褥期鬱病というんですか、そういうもののケアも含んでいるの

かどうか、お伺いいたします。 

  それから、環境衛生費は、６４ページです。４目環境衛生費で、負担金補助及び交付

金で住宅用太陽光発電設備導入補助金が１６０万円の計上です。前年度は２００万円で

した。その前は２５０万円ですから、年々減額しています。減額しているということは、

それだけの需要がないのかどうなのか、そのあたりの実情について答弁をお願いします。 

  以上です。 

（５番 田代哲郎君 降壇） 

○議長（美野勝男君）    保健福祉課長、湯上君。 

（保健福祉課長 湯上ひとみ君 登壇） 

○保健福祉課長（湯上ひとみ君）    田代議員の御質疑にお答えいたします。 

  まず、４７ページをお開きください。１９節負担金補助及び交付金の町社会福祉協議

会補助金についてでございます。 
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  これにつきましては、専門員２名のベースアップ、それとともに福祉サービス利用援

助事業の職員を１名増のために増額したものでございます。 

  次に、４８ページの７節賃金の集落支援員の見守り看護師２名をふやせないのかとい

う御意見でございます。 

  これにつきましては、現状では２人なのですが、先ほども言われたように、看護師以

外の職員も見守りというか、訪問活動でしている中で、十分とも考えていないんですけ

ども、現状では２人でお願いしているところです。今後は、さまざまな視点からふやす

方向がいいのか、再度、ちょっと勉強していきたいとは考えております。 

  次に、４９ページの１９節負担金補助及び交付金の地域サロン補助金のところで、サ

ロンの活動状況はどうなのかということについてでございます。 

  地域サロンにつきましては、新たなサロンもふえているところもございまして、先日

もサロン交流会も行ったところなんですけれども、立ち上げといたしましては、現在、

５１カ所に至っているところでございます。活動のリーダーの方も、従来の方々にいろ

んな形でお願いしているところではございますが、サロンコーディネーターがいろんな

助言とかかかわりをして、看護職もおりますので、参加させていただいているというこ

とではございます。いろんな方にも来ていただきたいなと思っているんですけれども、

積極的に行っていただいているところではないかと考えております。 

  次に、５０ページの２０節扶助費の小児慢性特定疾病児童等日常生活用具給付費とい

うことで、どんなものかということですけれども、慢性の呼吸器疾患や心疾患、消化器

疾患など、１４項目あると聞いているんですけれども、それに対して、今回、想定しま

したのは、パルスオキシメーターを考えたものでございます。ちょっと高額なんですけ

れども、そういうものを想定したものでございます。 

  次に、５３ページに至ります。１８節備品購入費の施設用備品の物品はどんなものか

という御質疑なんですけれども、これは筋力トレーニングの機器の老朽化によりまして、

主に筋力を鍛えるようなものを２品交換したいと考えております。 

  次に、５７ページをごらんください。保育所費でございます。保育所費の５７ページ、

７節賃金の臨時雇用が少なくなってきているが、子供さんが減ったら保育士の数も要ら

ないのかという御質疑だったかと思うんですけども、とも言えないんですが、現状を維

持しているような形です。ただ、臨時雇用につきましては、前年度で不用額も出てくる

予定になっておりますので、今回、減額をさせていただいているところでございます。 
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  それと、６２ページの予防費でございます。２０節の扶助費の予防接種費用助成金に

ついてでございますが、インフルエンザの小学校１年から６年まで、中学生はどうかと

いう御質疑だったかと思います。 

  これにつきましては、平成２８年度は、接種者数が１歳から１３歳未満ということで

１８７人、中学生は５５人で、接種者数が２４２人でした。受診率は３４％でした。そ

れで、２９年度は、見込みなんですけれども、対象者６７８名のうち、ほぼ７４％程度

を見込んだところで、まだ最終、ちょっと請求等も来ておりませんが、その７４％程度

を見込んだものです。今回、３０年度は、６０％を見込んで置かせていただいたところ

です。 

  次に、産後ケアの委託料のところは、６３ページの１３節委託料の一番上の産後ケア

委託料についてでございます。 

  これにつきましては、内容につきましては、先ほど少し触れさせていただいたんです

けれども、もう一度、ちょっと目的についてお話しいたします。 

  母親の身体的な回復のための支援、授乳の指導及び乳房のケア、母親の話を傾聴する

等の心理的支援、新生児及び乳児の状況に応じた具体的な育児指導、家族等の身近な支

援者との関係調整、地域で育児をしていく上で必要な社会的資源の紹介を行うというの

が産後ケア事業の目的とされております。 

  それで、先ほど言われましたように、産褥期の鬱も含むかということでありますけれ

ども、心理的側面としまして、出産後の心理的な不調で身近に相談できる者がいないと

か、産婦健康診査で実施した「エジンバラ産後鬱病質問票」の結果等により、心理的ケ

アが必要と認められる方が対象ともなりますので、そういう面につきましても含むと考

えております。 

  以上、答弁とさせていただきます。 

（保健福祉課長 湯上ひとみ君 降壇） 

○議長（美野勝男君）    住民課長、仲岡君。 

（住民課長 仲岡みち子君 登壇） 

○住民課長（仲岡みち子君）    ５１ページの６目の重度心身障害者医療費なんです

けれども、議員おっしゃるとおり、現在は４６０名います。やはり、平成２８年度から

６５歳以上の所得者は補助対象外となったことによりまして、今後も少しずつですけれ

ども、昨年度よりは３５名減となっておりますので、そのぐらいの推移で減っていくの



－５８－ 

ではないかと推計しております。 

  それから、６１ページの４款衛生費、１項１目１９節の野上厚生病院への負担金でご

ざいますけれども、本年度でふえましたのが、３月の議会におきまして補正いただきま

した特別調整交付金の追加交付分が７,４４２万４,０００円等ということと、そして企

業債ですけれども、企業債の元利償還の２分の１までの額を本年度から見るということ

になりまして、６,７４２万２,０００円増額ということでございます。そして、最終的

に昨年度よりふえたのが７,５７３万４,０００円です。 

  そして、太陽光につきましては、６４ページ、４款１項４目衛生費でございます。太

陽光発電の補助金につきましては、年々減っているのではないかということなんですけ

れども、平成２７年度から平成２９年度までの実績につきましては、毎年、約７件ぐら

いございます。そして、資材及び工事費が安価になってきていることから、昨年、２９

年度より１キロワット当たり５,０００円減額し、２万円とさせていただいております。 

  以上、答弁とさせていただきます。 

（住民課長 仲岡みち子君 降壇） 

○議長（美野勝男君）    ５番、田代哲郎君。 

○５番（田代哲郎君）    ４８ページ、３目老人福祉費で７節賃金、地域見守り従事

者をふやせないかということですけれども、現状は２名ということで、ほかの職員も見

守りを行っているのでということです。現在のペースで、おおよそのことで結構です。

大体、ひとり暮らしの高齢者に何カ月に１回ぐらいの見守りになっているのか、その辺、

わかっていればお聞かせください。 

  障害者福祉費で、５０ページ、２０節の扶助費で、小児慢性特定疾病児童等の日常生

活、パルスオキシメーターの支給ですか、考えているという、結構、１台当たり高いと

いうか、最近は値下がりして１万円ぐらいでもあるんですけど、それを考えているとい

うことで、一番安いのでも１７台か、２０台は買えないと思いますけど、結構高いもの

だと思います。 

  やっぱり、呼吸器疾患のパルスオキシメーターというのは、あればその状態の疾患の

状態がはかれるんでいいと思いますけれども、かなり支給するには高いと思うんで、大

体対象が何名ぐらいあるのか、その辺のことをお聞かせください。 

  備品購入も、筋力トレーニングということで、気になる保育所費でお伺いします。保

育士で正規雇用の職員と臨時職員の比率は、現状はどうなっているのか、お聞かせくだ
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さい。 

  それから、衛生費、６１ページの厚生病院の交付金５億９,６３２万８,０００円の内

容で、企業債の２分の１ということで、７,５７３万４,０００円ですか、これの増額は、

いわゆる地方公営企業法に基づいてやるということですよね。その点の答えを。 

  以上、よろしくお願いします。 

○議長（美野勝男君） 保健福祉課長、湯上君。 

○保健福祉課長（湯上ひとみ君）    田代議員の再質疑にお答えいたします。 

  １つ目の４８ページの集落支援員は、現在、どれぐらいのペースでひとり暮らしの方

に訪問しているかということですが、その方の状態にもよるんですけれども、二、三カ

月に１回訪問しているということです。もっと頻度が多い場合もありますが、平均的に

二、三カ月に１回の訪問かと考えております。 

  それと、５０ページの小児慢性特定疾病のパルスオキシメーターのところですが、２

０節の扶助費の小児慢性特定疾病のところですが、高いんではないかということですが、

国等の基準がございまして、これによりますと、１７万１００円ということになってお

りまして、この基準に基づいて置いておるものです。対象は、１名の方を想定しており

ます。 

  それと、５７ページの保育所の件につきまして、保育士の比率でございます。正規職

員と臨時職員の比率でございますが、保育士、調理員全て合わせますと、育児休業も含

むんですけれども、常勤換算いたしますと、正規５２.１％、臨時４７.９％です。 

  以上です。 

○議長（美野勝男君）    住民課長、仲岡君。 

○住民課長（仲岡みち子君）    田代議員の再質疑にお答えいたします。 

  厚生病院は、そのとおり公営企業法の繰出金に基づくものでございます。 

  以上です。 

○議長（美野勝男君）    ５番、田代哲郎君。 

○５番（田代哲郎君）    地域見守り事業の頻度も、もちろん重症であるとか、いろ

いろ問題のある人は、ほとんど１週間に１回とかの訪問にもなっていると思いますが、

二、三カ月に１回という最近の状況から見ていると、急に悪化したりということもあり

ますんで、できるだけやっぱりその間隔を縮めるというか、保健福祉課も人手がいっぱ

いいっぱいなんで、非常に忙しい思いをしているんで、なかなか難しいと思うんですけ
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れども、できるだけ見守りの回数をふやせるような工夫をしていただければありがたい

なと思います。その点について、お願いします。 

  それから、小児慢性特定疾病児童等の日常生活用具給付費で、耳のあれでなければ、

１７万円のパルスオキシメーターを対象は１人というふうに聞こえたんですけど、非常

に専門的というんか、単なる私たちが持ち歩くようなパルスオキシメーターではなくて、

かなり高度なことまでわかる機材なのか、その辺のことをお願いします。 

  あと、保育所費で、５２.７％、半分以上は正規職員の保育士なんで、これだけある

と、去年度みたいに保育助手を配置しなければならないということはないと思いますけ

れども、その辺についてはどうなのか、お伺いします。 

  以上です。 

○議長（美野勝男君）    保健福祉課長、湯上君。 

○保健福祉課長（湯上ひとみ君）    田代議員の再々質疑にお答えいたします。 

  集落支援員の高齢者の方の見守りについて、ちょっと頻度が少ないのではないかとい

うことですが、見守りと災害時の避難行動要支援者の台帳整備ということもありまして、

その点について雇用しているものです。 

  議員おっしゃるように、急変したりとかということで、把握できるのかという御心配

かと思うんですけれども、先ほど申したように、職員もいろんな形で訪問とかしますが、

それは全て安全確認ということではないかと思います。行政が全て各家庭を訪問して安

否確認というのは、現状では非常に厳しい状況でありまして、緊急通報装置の貸与であ

るとか、地域の方の見守りとか、そういうことでも随分と御協力いただいている現状で

ございます。今後は、いろんな方面で勉強していきたいと考えております。 

  それと、小児慢性特定疾病の５０ページの先ほど申し上げた機器につきましてですが、

私も十分把握しかねておりますが、金額から言うと、一般的なものではないのかなとは

考えております。 

  それと、保育士の正規と臨時の比率が高くなってきていたら保育助手はないのかとい

うことですが、依然、やはり数としては十分子供さんを受け入れたいということで、現

状も保育助手を何人か雇用は予定しているところです。 

  以上、答弁とさせていただきます。 

○議長（美野勝男君）    ほかに質疑ございませんか。 

  ３番、七良浴 光君。 
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（３番 七良浴 光君 登壇） 

○３番（七良浴 光君）    ４８ページ、３款１項３目老人福祉費のうち１３節委託

料で、緊急通報システム保守管理委託料が前年度よりも約５０万円減額になっておりま

す。その理由について、お尋ねしたいと思います。 

  それから、同じく３款１項４目障害者福祉費の１９節負担金補助及び交付金で、相談

支援事業負担金６９０万円、これについては、当初説明があったかもわかりませんが、

前年度よりも約２４６万円ほど増額しています。それの理由についてお聞かせ願いたい

と思います。 

  続きまして、５２ページ、３款１項９目総合福祉センター管理運営費のうち１３節委

託料の５３ページ目にのっているんですが、防火対象物点検委託料７万４,０００円計

上されております。私の記憶するところによりますと、建築基準法の改正によりまして、

本年４月１日から防火設備の点検が義務づけられていると思いますが、この費用で全て

消防用設備の点検とあわせて実施できていくのか、お尋ねしたいと思います。 

  それから、５５ページ、３款民生費、２項１目児童福祉総務費の１２節役務費で、前

年度は計上されておらなかった電話料が計上されているように思います。１２節そのも

ので１１万１,０００円の増額となった理由について、お尋ねしたいと思います。 

  それから、５８ページ、３款２項４目保育所費、１９節負担金補助及び交付金で、前

年度まで計上されていた県保育所連合会２万８,０００円が本年度は計上されておりま

せん。また、研修費が３万円減額されている。この２つの理由について、お尋ねします。 

  ６１ページ、４款１項１目保健衛生総務費のうち１３節委託料、紀美野健康ロード整

備工事設計委託料以外の水銀医療廃棄物処理委託料とか、廃薬品処分委託料、機器等保

守点検委託料が新たに計上されていることについての説明を願いたいと思います。 

  それから、６４ページ、４款１項４目環境衛生費、２８節の繰出金、簡易水道事業特

別会計繰出金が前年よりも１,１８０万円増額している主な理由について、お尋ねしま

す。 

  同じく、４款１項６目公害対策費の１９節負担金補助及び交付金の中で、本年度は紀

の川水質汚濁防止連絡協議会負担金はなくなっていることについての理由をお尋ねいた

します。 

  以上、よろしくお願いします。 

（３番 七良浴 光君 降壇） 
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○議長（美野勝男君）    保健福祉課長、湯上君。 

（保健福祉課長 湯上ひとみ君 登壇） 

○保健福祉課長（湯上ひとみ君）    七良浴議員の御質疑にお答えいたします。 

  ４８ページの３款１項３目老人福祉費の１３節委託料の緊急通報システム保守管理委

託料につきましては、減額となっているんですけれども、２８年度実績を見た形で想定

させていただいたものでございます。 

  続きます５０ページの１９節負担金補助及び交付金の相談支援事業負担金でございま

す。これにつきましては、基幹相談支援センターというものと従来の障害者相談支援事

業所３カ所に委託するもので、これは先ほども申したかもわからないんですけれども、

海南市とともに委託をするものでございまして、それによりこの費用を上げさせていた

だいているものでございます。 

  次に、済みません、５３ページの１３節委託料の防火対象物点検委託料については、

しばらくちょっと確認させていただきます。 

  先に、５５ページにつきまして、児童福祉総務費の１２節役務費の電話料でございま

す。これは、前年度当初では置いていなかったものなんですけれども、去年４月から子

育て支援センターが総合福祉センターに変わりましたので、途中から補正でお願いして

いるものと同額で、その分になります。 

  それと、５８ページの１９節負担金補助及び交付金の保育所連合会についてのものが

抜けているのではないかと言われた件につきまして、３０年度から保育所連合会と県保

連海南市、海草郡支部から脱会をする予定やということです。これは、県内の状況を見

て、そのようにしたということでございます。 

  次に、６１ページでございます。衛生費の保健衛生総務費の１３節委託料の健康ロー

ド以外の水銀医療廃棄物処理委託料につきましては、血圧計と体温計の水銀の処理が今

後できなくなるということで、いろんな指導がございました。そのために、今回、処理

をさせていただくということで、計上させていただいております。 

  それと、廃薬品処分委託料につきましても、従来のもう使えないような古くなった賞

味期限切れの消毒薬などを置いているところなんですけれども、一緒にこの機会に、別

の事業所になるんですけれども、処理をしたいと思って計上させていただいたものです。 

  その次の機器等保守点検委託料につきましては、一般的によく皆さん見えて、ヘルス

トロンと言っている、座っていただく機器、玄関先に置いている機器なんですけれども、
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２９年度からはリースをしましたので、保守点検が１年間不要だったものが、３０年度

から点検が必要になるということで、置かせていただいたものです。 

  申しわけないですが、建築基準法については、再度確認させていただいて、答弁させ

ていただきます。 

（保健福祉課長 湯上ひとみ君 降壇） 

○議長（美野勝男君）    住民課長、仲岡君。 

（住民課長 仲岡みち子君 登壇） 

○住民課長（仲岡みち子君）    ６５ページの衛生費、１項６目の公害対策費ですけ

れども、１９節の負担金補助及び交付金のうち昨年まであった紀の川水質汚濁防止連絡

協議会ですが、本年度はないということで御質疑いただいたんですが、これにつきまし

ては、繰越金により運営できるため、平成３０年度より９年間は負担金が不要というこ

とでありますので、本年度より削除させていただいております。 

  以上、答弁とさせていただきます。 

（住民課長 仲岡みち子君 降壇） 

○議長（美野勝男君）    水道課長、山本君。 

（水道課長 山本訓永君 登壇） 

○水道課長（山本訓永君）    それでは、６４ページをお開きください。私からは、

４款衛生費、１項４目の２８節繰出金について、簡易水道事業特別会計繰出金が昨年よ

りも１,１８１万５,０００円多い主な理由は何かということについて、お答えいたしま

す。 

  簡易水道事業特別会計において、今年度末において退職者１名を予定しております。

それによって、給料及び手当で約８８０万円程度減額となります。それと、工事請負費

において、吉野配水管布設工事費２,０００万円を予定しております。これは延長５０

０メートルの配水管で、河北浄水場と下佐々浄水場の配水管を連絡するという工事でご

ざいます。これによって、緊急時において河北と浄水の水が相互に送れるということで、

緊急時の備えということで計上させてもらっております。これが主な理由でございます。 

  以上、答弁とさせていただきます。 

（水道課長 山本訓永君 降壇） 

○議長（美野勝男君）    休憩します。 

 休 憩 
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（午後 ２時５８分） 

――――――――――――――――――― 

 再 開 

○議長（美野勝男君）    休憩前に引き続き会議を再開します。 

（午後 ３時１４分） 

○議長（美野勝男君）    保健福祉課長、湯上君。 

○保健福祉課長（湯上ひとみ君）    七良浴議員の御質疑に答弁させていただいてい

ない点をさせていただきます。 

  先ほど、１点は、保育士のところの研修費が減っているというところを答弁漏れだっ

たかと思います。それにつきましては、県保連、県の保育所連合会の脱退による研修が

一部減っているということでございます。 

  それと、先ほど御指摘いただいた総合福祉センターにつきましては、建設基準法の改

正による費用が発生したときは対応させていただきたいと思いますので、その節はまた

御理解賜りますようによろしくお願いいたします。 

  それと、済みません、もう１点なんですけれども、先ほど町田議員から御質疑があっ

たところの説明で、私、ゼロ歳児の在宅育児の支援のところで、第３子以降は制限はな

いということを申し上げたつもりが、３歳児以上と言ってしまったようですが、申しわ

けないです。訂正させていただきたいと思います。 

○議長（美野勝男君）    ３番、七良浴 光君。 

○３番（七良浴 光君）    ただいま課長のほうから答弁いただきました３款２項４

目の保育所費の県保育所連合会から脱退したので、その負担金が要らないという説明で

あり、また研修会費の３万円が減額されたことも、県保育所連合会から脱退したがため

に研修会の開催には行かないので、減額したというような説明であったかに思うんです

が、そうやって県下の保育所連合会から脱退する、また脱退することによって研修会も

行かないようになるということについて、デメリットがないのかどうか、確認をしたい

と思います。 

  それから、６４ページの４款衛生費、１項保健衛生費、４目環境衛生費の簡易水道事

業の水道課長の答弁の中で、浄水と河北の配水管との接続という説明であったかと思い

ますが、それをなぜ簡易水道事業の事業費の中で見ていかないかんのか、河北のこの簡

易水道のほうで支障を来しているがために浄水側から補給を受けるための工事だと。で
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あれば、この簡易水道事業のほうで事業をすることは理解はできますが、その逆の場合

であれば、当然、求めているほうの費用として計上すべきでないかと思いますが、その

点を、再度、質問したいと思います。 

  以上です。 

○議長（美野勝男君）    保健福祉課長、湯上君。 

○保健福祉課長（湯上ひとみ君）    七良浴議員の再質疑にお答えいたします。 

  ５８ページの保育所費の、先ほど申し上げた県保連というところから脱退したことに

よる研修が減ってデメリットはないかという御指摘ではございますが、県保連というと

ころでも研修は行っていますが、県ほかさまざまな研修の機会がございます。そういう

ことには積極的に、臨時職員も含め、調理員等、全ての職員が研修を受けられるように

配慮しておりますので、研修の機会が減るものではないと考えております。 

  以上、答弁とさせていただきます。 

○議長（美野勝男君）    水道課長、山本君。 

○水道課長（山本訓永君）    七良浴議員の再質疑にお答えいたします。 

  なぜ、簡易水道事業でその連絡管布設工事の費用を計上するのかということでござい

ますが、河北簡易水道事業のエリアは松瀬地区まででございます。吉野・下佐々、吉野

は浄水場エリアとなりますので、管を布設する場所は松瀬地区内にありますので、簡易

水道のほうに予算計上させていただいております。 

  昨年の台風２１号の教訓によって、河北の水を吉野、または下佐々の一部に緊急なと

きは送れたらということであるんですけれども、逆に下佐々配水池から松瀬地区へも緊

急時のときには水を送れるということで、この工事については、簡易水道の事業のほう

へ予算計上させていただいております。 

  以上、答弁とさせていただきます。 

○議長（美野勝男君）    ３番、七良浴 光君。 

○３番（七良浴 光君）    ただいま、河北が断水状態になったときに浄水から補給

することもできますよという話だったと思うんですが、私がちょっと聞いたところによ

ると、河北の東野地区と旧真国の井堰地区とのところで、同じ簡水が双方から行ってい

ると思います。その簡水については、接続されているんじゃないんですか。このちょっ

と予算とは外れるかもわかりませんが、今、そういう課長からの答弁やったんで、それ

を確認したいと思います。答弁願います。 
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○議長（美野勝男君）    暫時休憩いたします。 

 休 憩 

（午後 ３時２２分） 

――――――――――――――――――― 

 再 開 

○議長（美野勝男君）    休憩前に引き続き会議を再開します。 

（午後 ３時２４分） 

○議長（美野勝男君）    水道課長、山本君。 

○水道課長（山本訓永君）    七良浴議員の再々質疑に答弁いたします。 

  七良浴議員おっしゃるように、井堰地区と東野地区は水道管によって接続されている

ということです。緊急時においては、井堰の水が東野地区と西野地区までは、県道水に

おいては流れてくるということですが、その水を河北配水池に上げることはできない状

態であります。松瀬地区においては、井堰の水が流れてこないということですので、緊

急時に陥った場合には、下佐々配水池の水を松瀬地区に送るということでございます。 

  以上、答弁とさせていただきます。 

○議長（美野勝男君）    ほかに質疑ございませんか。 

  １１番、美濃良和君。 

（１１番 美濃良和君 登壇） 

○１１番（美濃良和君）    少しお聞きしたいと思います。 

  ５５ページですが、３款２項１目の１３節委託料で、神野保育所の基本計画策定委託

料というのが上がっておりますけれども、それについての内容についてお聞かせいただ

きたいと思います。 

  それから、５９ページ、ここで児童館運営費の中の負担金補助、そこでこどもまつり

の補助金というのが２０万４,０００円上がっています。これについて、かなり長い歴

史があると思いますが、現在の状況についてお聞かせいただきたいと思います。 

  それから、６１ページ、衛生費、４款１項の１目で委託料で、紀美野健康ロード、こ

れが１５節の工事費、整備工事費とともに上がっておりますけれども、健康のために歩

くというのは結構なんですが、弱い高齢者の方々も表に出てきてもらうというのがまず

大事かというふうに思います。 

  あそこで何か見ていますと、コンテナを持ち出してきて、そこに座って話し合うとい
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うふうなこともされているようで、とりあえず出てきてもらうということが大きな課題

で、高齢者にとっては大事かというふうに思うんですけれども、そういうふうな施設と

いうんですか、ちょっと陰があって座れる、そういうものも、健康のために歩くのも大

事ですが、そういうところも含めてやってはどうかと思いますが、その点について、工

事はどのような内容になっているのかという意味合いからお聞きしたいと思います。 

  それで、６４ページ、衛生費ですが、４款１項の４目で負担金補助、ここで住宅用の

太陽光発電設備導入補助金として１６０万円がずっと町はやってきてくれているんです

けれども、今、大型のいろいろ発電機が、ソーラーでも風力でも出てきているんですけ

れども、特にソーラーの関係では、そういうものもあってか、要するに電気会社として

は余りそういうところも困るというようなことがあって、また経産省としても、個人の

電気料金のこともあると考えているんか、今後、どんどん売電の料金が下がっているん

ですけれども、入札制度になっていくというふうなことも考えられているようなんです

よね。 

  それは、やるやらんは個人の勝手というんですか、自然エネルギーという点では大事

なんですけれども、あと多少補助金をふやしてでも設置工事をきっちりしてもらうと。

それは専門家の話になるので、ちょっとわからない部分はあるんですが、ここをきっち

りしとかんかったら、台風等でもしそれが壊れるというふうになった場合に、これはま

た厄介な話で、相手が電気をつくっているもんですから、下手にさわれば感電すると、

こういうふうな問題も起こってきているようなんですけれども、町としてそういうふう

なやっていただく方々に、なかなか大変なんですけれども、エコのためにやってくれる

んですが、町としてできるだけそういう協力体制が必要ではないかというふうに思いま

すが、お聞きしたいと思います。 

  次に、６７ページの衛生費の中の清掃費で、工事請負費、１５節ですけれども、ここ

のごみ処理場の跡地を緑化工事をするということなんですが、かなり積み上げてきてい

るというふうなことから、緑化とともに地域の方々も心配されていると思いますけれど

も、崩れる、崩壊等の、その辺のところはどうなっているのか、お聞かせいただきたい

と思います。 

  以上、よろしくお願いします。 

（１１番 美濃良和君 降壇） 

○議長（美野勝男君）    保健福祉課長、湯上君。 
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（保健福祉課長 湯上ひとみ君 登壇） 

○保健福祉課長（湯上ひとみ君）    美濃議員の御質疑にお答えいたします。 

  ５５ページの３款２項１目児童福祉総務費の１３節委託料の神野保育所基本計画策定

委託料についてでございます。 

  これにつきましては、まち・ひと・しごと総合戦略の中でも、神野保育所のハード面

の充実ということが明記されておりまして、今後、神野保育所、今、本当に場所も手狭

な中で、どうしていったらいいかということで、必要な面積であるとか、場所のことも

含めて、基本的な計画を立てていきたいと考えております。 

  次に、６１ページの４款１目１項保健衛生総務費の１３節委託料と１５節工事請負費

の紀美野健康ロードについての御意見もいただいたところですけれども、今回は、２９

年度で健康ロードを整備できたんですけれども、まだ暗いという住民の方の御意見が多

いために、ライトを増設したいと考えています。また、看板につきましても十分ではな

いという御意見もありまして、それにつきましても増設したいと考えております。 

  先ほどおっしゃった高齢者の方が出てきて集うような場所ということにつきましては、

この健康ロードについては、今回は想定していないということです。 

  以上、答弁とさせていただきます。 

（保健福祉課長 湯上ひとみ君 降壇） 

○議長（美野勝男君）    住民課長、仲岡君。 

（住民課長 仲岡みち子君 登壇） 

○住民課長（仲岡みち子君）    それでは、６４ページの４款１項４目の太陽光発電

設備の補助金についてでございますが、家庭用の補助金でございまして、１０キロワッ

ト未満ということでございます。それで、適切に工事を請け負っていただく業者さん等

にも指導しておりますので、そういうことがないかと思ってございます。現在のところ、

そういう心配はありません。 

  それから、４款２項２目の塵埃処理場の緑化なんですけれども、野上地区の塵埃処理

場の跡なんですけれども、地域の皆様と今協議中でありまして、平成２９年度について

も１００万円上げさせていただいておりまして、それがまだ総会等、会議を持つという

ことでありますので、今年度に間に合わない場合もございますので、３０年度について

も再計上させていただいている状況でございます。 

  それから、崩れる、崩壊するという心配はないように聞いてございます。 
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  以上、答弁とさせていただきます。 

（住民課長 仲岡みち子君 降壇） 

○議長（美野勝男君）    教育次長、湯上君。 

（教育次長 湯上章夫君 登壇） 

○教育次長（湯上章夫君）    では、私のほうから、５９ページになります。３款民

生費、２項児童福祉費、５目児童館運営費の中の１９負担金のほうでございます。こど

もまつりの補助金でございます。 

  内容でございますが、主に秋、１１月の初旬に文化センターのほうで町内の子供を中

心に保育所から主に小学校、あとボランティア的には、中学校であったり、高校生であ

ったりという方々も参加していただいています。それと、学校の先生、保育所の先生、

地域活動連絡協議会、昔の子ども会、親子クラブ、あとレクリエーション協会、生石加

工グループなどの方々の御協力を得て、子供さんたちに仲間と、また異年齢の子供、違

う学校の子供たちと、それとお兄ちゃん、お姉ちゃん、大人とつくる喜び、つながる喜

びの体験の場として、工作、万華鏡をつくったり、紙飛行機をつくったり、また体験教

室では、大きな積み木とか、あとパンづくりなども行って、健全な体験をして、子供た

ちの育成を願った行事で、ここ合併以後もずっとやっております。おおむね２５０人か

ら３００人の間で、大人も含めての参加でございますけれども、そのような参加をいた

だいて開催しております。 

  以上、答弁とさせていただきます。 

（教育次長 湯上章夫君 降壇） 

○議長（美野勝男君）    １１番、美濃良和君。 

○１１番（美濃良和君）    今、答弁をいただいたんですけれども、５５ページの神

野保育所については、基本的なものにしていくということであるということで、まだ具

体的にはこれからということなんですよね。そういうことで、今の理解でいいんですよ

ね。 

  そしたら、あとこどもまつりについては、了解しました。 

  あと、６１ページの健康ロードについては、ライトの増設ということですか。そうい

うことであったので、それはそれでやっていただきたいと思います。 

  何にしても、この間、ここに相当重点的に予算も投入してきているかと思うんですけ

れども、幅広く活用できるように、これはもう要望です。 
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  それから、６４ページの住宅用太陽光発電設備の導入補助金１６０万円、今の答弁で

したら、業者に指導していると、現在、これについては十分であって、問題はないとい

うふうに答弁いただいたというふうに思います。 

  ちょっと住宅用ということについては、特別聞いていないんですが、一般的にこのソ

ーラーですね、値段は別の話なんですけれども、少し規制緩和で緩やかになっていると

いうふうに聞いているんですよ。 

  例えば、前にも新聞等で大きな問題になった、あそこの柴目の入り口のところででき

ましたよね。あれを見てもそうなんですが、鉄管を打ち込んでその上に乗せているとい

うふうな形で、非常に簡易な工事になっているというふうに思うんです。 

  あれも何か飛んだという話も聞いたんですが、何にしても、風を受けやすい、場所に

もよりますけれども、そういうふうなものであるので、十分なものにしといていただか

んと、周りに対する影響、それから家庭の場合は家が近くにあるということもあるので、

そういう心配もするんですけれども、これ個人に何もかも任せると大変だと思うんです

が、屋上屋になるんかわかりませんけれども、町として、その対応について十分に考え

ておいていただくほうがいいんではないかというふうに思うんですが、もう一度答弁を

いただきたいと思います。 

  それから、あと６７ページの処理場跡地の緑化工事ですけれども、地域と協議中とい

うことなので、具体的なところはわかりませんけれども、何にしてもかなり上向いて上

がっているもので、この間、いろいろといろんなところで話も聞いてきているんですけ

れども、ここっていうんじゃないですよ。やはり、今後、地震の心配もこの地域もある

わけで、震源地はこことは言いませんけれども、例えば中央構造線、あるいは南海トラ

フ、またあちこちに断層がある地域ですから、そこのところの地震等が起こった場合も

十分に考えておかなければ、後からということになってくると、またいろいろと大変な

ことになるかというふうに思いますが、その辺について、やはり地域との協議がこれか

らされていくということなんですけれども、十分に町としても対応を考えていておかな

ければならないというふうに思いますけれども、もう一度答弁をいただきたいと思いま

す。 

  以上、お願いします。 

○議長（美野勝男君）    町長、寺本君。 

○町長（寺本光嘉君）    まず、最後の問題ですけれども、以前のごみ処理場ですね、
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これにつきましては、その地域の方々と私らは常に会議を持って、そしてこれをどうし

ていこうかということを協議しながら、今、進めています。したがいまして、町だけで

進めているというんではなしに、地元の御意見を十分聞きながらこれからもやっていき

たい。そして、恐らく今見ていただいたらわかると思うんですが、そういう御心配の危

険性はないものと思います。 

  また、これからも計画的にやはり地元と協議しながら進めていきたいと、そのように

思います。 

  それと、太陽光の補助の問題ですが、その業者が問題を起こさへんかと。ちょっと施

工者と施主と、それからそれを受ける業者と、これは信頼関係の中でやっておりますの

で、そこまで町は入っていけない。そんな中で、もし問題が起こったときには、相談に

も乗っていく、そうした姿勢でおりますので、よろしくお願いをいたしたいと思います。 

  以上です。 

○議長（美野勝男君）    保健福祉課長、湯上君。 

○保健福祉課長（湯上ひとみ君）    美濃議員の再質疑にお答えいたします。 

  神野保育所につきましては、具体的なものはこれからでございます。ただ、今回の当

初予算が御可決賜った後は、予定といたしまして、神野保育所の保護者会の総会で、今

後、進めていきたいということを伝える予定になっております。 

  以上、答弁とさせていただきます。 

○議長（美野勝男君）    ほかに質疑ございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（美野勝男君）    これで、歳出第３款から第４款について質疑を終わります。 

  続いて、歳出第５款から第６款について質疑を行います。 

  １番、南 昭和君。 

（１番 南 昭和君 登壇） 

○１番（南 昭和君）    私からは、１点質問させていただきます。 

  ８１ページの６款１項２目観光費の中の１３節委託料、町観光ＰＲ映像作成委託料１

３５万５,０００円というのが計上されております。これで観光ＰＲの３弾目になると

いうことなんですが、私は大いにこのまちを知っていただくためにも、こういうＰＲ動

画というのは大いに配信するべきだと思います。 

  その上に立って、今回のこの委託に関して、まちとしてこういう構想があって、その
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ビデオ作成に臨んでいるというやり方なのか、全てをそういった事業所に丸投げという

んですか、全てを委託するような形なのか、それがどちらかかを聞きたいというのが１

つと、それと業者選定をする上での選定基準ですね、そういうのをお聞きしたいと思い

ます。 

  以上です。よろしくお願いします。 

（１番 南 昭和君 降壇） 

○議長（美野勝男君）    産業課長、米田君。 

（産業課長 米田和弘君 登壇） 

○産業課長（米田和弘君）    私からは、南議員の御質疑にお答えさせていただきま

す。 

  町観光ＰＲ映像ということで、前回、平成２８年１月に公開されました「最高の‘な

い'がここにある！」、それと「訪日外国人観光客“0”の町」、平成２９年の３月に公

開させていただきましたものに続く３作目のものを考えて計上させていただいてござい

ます。 

  この内容につきましては、今回、前２作と同様に、町の観光協会というところへ委託

する予定としてございます。 

  それで、内容については、まだちょっと協議中のところもございますけれども、今回、

一応、紀美野町の自然を中心にしてやっていただければなということで、そういうニュ

アンスではお伝えしてございます。 

  ですから、業者選定につきましては、まだこれから検討していく段階ではあると思っ

てございます。 

  それと、町の主に自然を中心にした、前２作に負けない、ちょっと前２作がかなりイ

ンパクトがございましたので、それに負けないものをお願いしたいということで、今、

協議中でございますので、答弁とさせていただきます。 

（産業課長 米田和弘君 降壇） 

○議長（美野勝男君）    １番、南 昭和君。 

○１番（南 昭和君）    課長の答弁ですと、観光協会に委託していると。３弾目に

ついては、自然を大いにテーマにした形での動画をつくっていきたいということでした。 

  その動画内容、今まで、１弾目は「最高の‘ない'がここにある！」と、この作品は、

私もほんまに「ない」ということを逆手にとった形で、上手にこのまちをＰＲしている
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なと、それは大いに感心いたしました。 

  ２弾目の「訪日外国人観光客“0”の町」ですね、「訪問客ゼロのまち」ということ

なんですけれども、これちょっと私個人的に疑問に思ったことがあります。もちろん、

当たり前のように、これから観光事業を営むに当たっては、やはり外国人を呼び込む。

関空におり立つ外国人は、年間１,２００万人と言われております。そんな中で、地理

的な状況を見ると、関空から１時間という我がまちでゼロというのはおかしいんじゃな

いかと、そういうことを訴えかけたビデオであったように思います。 

  これ、それもそれとして正しいと思うんですが、ただ、私、観光協会のホームページ

でも見ると、「きみのめぐりコンシェルジュ」で見ると、去年の議会でもあったように、

多言語対応ということで、ホームページ上もきっちりしています。けども、紀美野町の

各観光名所と言われますか、その観光拠点において、観光看板とかあるんですけれども、

これはただ単に英語表記です。当たり前のように、１,２００万人の外国人と言われて

も、欧米人ばかりじゃないです。やっぱり、関空におり立つ人は、中国人であったり、

韓国人であったりと、近隣の日本の近いところの国から来られる外国人のほうが多いと。 

  そんな中で、多言語、観光協会内でもそれに対応できる人材もあるんですかね。恐ら

くないと思うんですよ。それになって、観光看板もまだ英語表記であると。それで、こ

のＰＲがちょっと私の中で疑問に感じたところがあります。 

  そんな中で、今回、自然をテーマにするということです。それで、またこれで最終的

にこの業者に決めましょうというのは、非常に難しいと思うんですよ。 

  そんな中での観光協会に委託しているという意味合いもありますけども、やっぱりこ

の３つのＰＲビデオには、僕、ある程度ストーリー性というか、その辺に向けて、しっ

かりと紀美野町を知っていただくということが第一前提ですので、その辺も踏まえた中

でのもう一度課長のほうからの考え方というのをお聞きしたいと思います。 

○議長（美野勝男君）    産業課長、米田君。 

○産業課長（米田和弘君）    ただいま南議員の再質疑にお答えさせていただきます。 

  観光協会のほうでも、ホームページであるとか、そういったところで多言語化の対応

というのはちょっとさせていただいているところでもあります。 

  それと、町内の観光、それぞれ商店であるとか、観光施設であるとか、そういった部

分については、指さしで確認できるような案内というんでしょうかね、そういったもの

を観光協会のほうで作成して、配布もさせていただいておりますので、まだ完全に多言
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語化に対応しているとは言い切れないところもございますけれども、町の観光協会の職

員ともどもその多言語化に対応すべく進めてまいりたいと考えておりますので、よろし

くお願いしたいと思います。 

  以上です。 

○議長（美野勝男君）    １番、南 昭和君。 

○１番（南 昭和君）    そういうことでしたら、しっかりと多言語化に対応できる

ような体制をとっていただきたいと思います。 

  そして、３弾目の自然をテーマにしたということですので、これもしっかりと案を出

して、すばらしいものに仕上げていっていただきたいと思いますので、よろしくお願い

します。 

  これで、質疑を終わります。 

○議長（美野勝男君）    ほかに質疑ございませんか。 

  ５番、田代哲郎君。 

（５番 田代哲郎君 登壇） 

○５番（田代哲郎君）    それでは、５款農林水産業費と６款商工費について質疑を

行います。 

  ７１ページ、農業費、農業振興費委託料、農業担い手育成委託料３６９万円の計上で

す。説明資料では、月額２０万５,０００円掛ける６カ月掛ける３人ということで、こ

の数字になるというふうに説明されています。具体的に、担い手育成というのは、どん

な農業の担い手を育成しているのか、どんな種類、現在はどういう育成をされているの

か、事業内容の説明をお願いします。 

  １９節負担金補助及び交付金で、これは同じ７１ページです。歳入のところで、ちょ

っと触れさせてもらったんですけど、農業次世代人材投資資金１,３５０万円と、これ

はかなり大きいんですけども、青年新規就農給付金事業給付金がなくなって、それに変

わるということでございます。それ、名前が変わっただけなのか、内容も変わるところ

があるのか、説明を求めます。 

  ７２ページに移りまして、４目耕地総務費です。１９節負担金補助及び交付金で県営

ため池等整備３２２万３,０００円、樫河池の改良事業というふうに説明資料に載って

おります。現在、どの辺まで進んでいるのか。まだ、いろいろと聞こえてきますので、

どれぐらいまで進んでいるのか、進捗状況をお願いします。 
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  ７７ページ、山村振興費、４項です。１目山村振興費、賃金で、地域おこし協力隊１,

４４０万円の計上です。前年度も１,４８４万４,０００円ですから、似たような額だと

思います。６名雇用予定ということになっています。それから、集落支援員も７２０万

円で３名の雇用予定だということです。さきの補正予算で、募集してもなかなか応募が

ないということで減額した経緯がありますので、雇用の見通しはどうなっているのか、

その辺の見通しについてお伺いします。 

  ７９ページです。１９節の負担金補助及び交付金、農家民泊推進事業補助金２２９万

５,０００円です。今年度、この補助金の活用状況ですが、２９年度における活用状況

はどういう状況なのか、答弁をお願いします。 

  次に、商工費に移ります。７９ページ、負担金補助及び交付金で、きみの商業協同組

合補助金１００万円の計上になっています。商品券の普及状況というのは現在どういう

状況なのか、答弁をお願いします。 

  次、２目観光費で、８１ページ、先ほど同僚議員から質疑がありました１３節委託料

で、観光ＰＲ映像作成委託料１３５万５,０００円で、自然をアピールしたものにした

いと。単なる豊かな自然といいましても、このまちはみんな自然豊かなんで、大体やっ

ぱりきちっとイメージを持っておくべきだと。まちの中でどういうあれが豊かな自然を

ＰＲすることになるんか、まちの中のどこがそういうふうに美しい自然が残っているの

かという、非常に風景としても耕作放棄地がふえてきて、従来の棚田もほとんど原形を

残しているところが少なくなったんで、やっぱりそういうふうにこのまちの自然をアピ

ールするとしたら、どういうところを押さえておくべきだというのもきちっとまちとし

て考え方を持っていかんと、やっぱり漠然とした自然をということだけではだめやない

かと思います。 

  あと、それをきちっと映像化するのは専門家の仕事ですから、我々が一々どんなもの

をつくってくれという口出しはできないんですけど、このまちのどこにすばらしい自然

があるのかということはきっちり自分たちで押さえておく必要があろうと思いますので、

その点についての考え方をお聞かせください。 

  それから、１９節負担金補助及び交付金で、これは参考のために、平成の龍神街道魅

力発見発信協議会という補助金が５万円あります。これってどんな活動をしているんか、

一応、参考のために聞かせてください。 

  以上です。 
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（５番 田代哲郎君 降壇） 

○議長（美野勝男君）    産業課長、米田君。 

（産業課長 米田和弘君 登壇） 

○産業課長（米田和弘君）    田代議員の御質疑にお答えいたします。 

  まず１点目、担い手育成事業、農業担い手育成委託料でございます。７１ページの１

３節の委託料ということです。 

  農業担い手育成委託料といいますのは、具体的にどういった育成かということだった

と思います。平成２８年度の実績で申しますと、花木の農家さんに２名、それから果樹

農家さんに１名、合計３名研修に入っていただきました。平成２８年度から実施してい

る事業でございまして、平成２８年の６月議会で地方創生加速化交付金を活用したもの

でございます。 

  今年度、平成２９年度につきましては、花木農家へ１名研修に入っていただいてござ

います。 

  続いて、農業次世代人材育成事業なんですけれども、これにつきましては、ちょっと

歳入のとこでも御説明をさせていただきましたけれども、平成２９年に名称が変わりま

した。内容的には、ほぼほぼ変わりはございません。ただ、昨今の会計検査のほうで指

摘等々がございまして、中間の面接というのをちゃんとしろということで、中間面接を

メニューの中に入れたというぐらいが変更点となってございます。 

  続きまして、８０ページ、きみの商業協同組合補助金の１００万円、紀美野町プレミ

アム商品券でございます。 

  これにつきましては、町内の消費拡大及び地域経済の活性化を目的といたしまして、

きみの商業協同組合のほうで実施しています商品券に対してのプレミアム分への補助で

ございます。プレミアム商品券１,０００円券１１枚つづりを１万円で販売いたします

きみの商業協同組合の商品券に対して補助金を交付する事業でございます。毎年、人気

が大変ございまして、町内の消費拡大、購買へつながっているものと考えてございます。

平成２９年度の実績で申しますと、９９万６,０００円補助させていただいてございま

す。 

  続きまして、ＰＲムービーですね、次のページ、８１ページでございます。 

  これにつきましては、紀美野町は自然がたくさんあるということで、漠然としている

ということなんですけれども、主に生石高原であるとか、みさと天文台であるとか、そ
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ういったものを大体考えているところでございます。 

  それと、平成の龍神街道魅力発見発信プロジェクトなんですけれども、これなんです

が、去年、２８年ですね、和歌山城の外堀の大橋を起点としまして田辺市の龍神温泉へ

と結ぶ歴史街道があったということで、これをもう一度掘り起こして、平成の龍神街道

として沿線の観光施設、カフェ、レストラン等をＰＲしていかないかという田辺市の提

案で始まりましたものでございます。 

  以上、答弁とさせていただきます。 

（産業課長 米田和弘君 降壇） 

○議長（美野勝男君）    建設課長、井村君。 

（建設課長 井村本彦君 登壇） 

○建設課長（井村本彦君）    それでは、私のほうから、田代議員のほうの御質疑に

お答えをさせていただきます。 

  ７３ページ、５款１項４目１７節の県営ため池等整備についてでございます。３２２

万３,０００円、これは町の負担金でございますが、議員おっしゃるように、樫河池の

改修工事の負担金でございます。全体事業費は、約１億６,６８７万６,０００円の計画

になっておる工事でございます。 

  平成２９年度といたしましては、２,１１０万円の工事を実施してございます。進捗

率は約１３％、工事用の仮設進入路を現在工事しているところだと聞いてございます。 

  平成３０年度におきましては、１億１,０００万円の工事費で本体工事を施工すると

いうことになってございます。 

  工事は、これから平成３０年度の耕作期が終わってからということになると思ってお

りますので、御理解をいただきたいと思います。 

  以上でございます。 

（建設課長 井村本彦君 降壇） 

○議長（美野勝男君）    まちづくり課長、西岡君。 

（まちづくり課長 西岡靖倫君 登壇） 

○まちづくり課長（西岡靖倫君）    それでは、御質問にお答えしたいと思います。 

  ７７ページの５款農林水産業費、４項山村振興費、１目山村振興総務費の中の７の賃

金、地域おこし協力隊のことで、雇用の見通しはということですが、現在、努力してお

ります。 
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  ちょっと知っておいていただきたいと思いますのは、地域おこし協力隊が始まった当

時というのは、紀美野町においては、平成２２年度から始まっております。その当時の

全国の隊員は２５７名、９０自治体、２県８８町村であったのが、現在で、平成２８年

度の隊員数は３,９７８名で、８８６自治体、１１府県８７５市町村が今現在、それよ

りか平成２９年度においては、もう少しふえているかと思っております。 

  その中で、紀美野町としましては、この３月２０日、２１日と、東京での紀美野町と

有田川町、それから日高川町と一緒になっての合同の説明会の開催をやったり、または

ＪＩＣＡ、いろんな各方面で活動しているようなところへの声がけをしてみたり、それ

からＪＯＩＮという組織がありますので、そちらのほうへも登録して、いろいろな方面

で声をかけていく、ＰＲしていくというようなことをしております。 

  大変難しいとは思うのですけれども、今の隊員の募集としましては、特色ある地域へ

入っていただくということを目標にしないと、何をやりたいかということを漠然と話を

持っていくとか、またはいろんなことをたくさんしていただくというようなことでは、

ちょっと難しいことも出てきておるのが今現在の状況です。そういった中で、努力しな

がら進めてまいりますので、御理解いただけたらと思います。 

  それから、７９ページの農家民泊推進事業費の２２９万５,０００円の本年度の様子

はどういうことかとおっしゃられている点に関しましてお答えしたいと思います。 

  今現在の平成２９年度の受け入れとしまして、小学校の受け入れは、４校１４３名、

３７施設で受け入れを行いました。一般のツアーとしましては、１回行っています。１

３名、２施設で受け入れを行っております。 

  ツアーにおいては、民泊の、こういう地方創生の事業で行っている事業とはほかにも、

４月と１０月にマレーシアの学生４７名、１４施設での受け入れ、１１月に台湾の学生

３１名、９施設での受け入れということで、活動しております。外国の方の学生さんた

ちの受け入れということも、今後、進めていけたらなと思っております。 

  そういうことの中で、民泊関係のことを進めておるのが今の現状でございます。 

  以上、簡単ですが、御質疑にお答えしたいと思います。 

（まちづくり課長 西岡靖倫君 降壇） 

○議長（美野勝男君）    産業課長、米田君。 

（産業課長 米田和弘君 登壇） 

○産業課長（米田和弘君）    済みません、ちょっと１点訂正させていただきたいん
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ですけれども、先ほど平成の龍神街道魅力発見発信プロジェクトということで、去年か

らとちょっと申し上げさせていただいたんですけれども、平成２７年度からということ

で誤りがありましたので、１点訂正させていただきますよう、よろしくお願いいたしま

す。 

（産業課長 米田和弘君 降壇） 

○議長（美野勝男君）    ５番、田代哲郎君。 

○５番（田代哲郎君）    農業担い手育成委託料ですが、やっぱり花木と果樹が多い

ということで、当然、そうなるのかなというふうに、花木はわかるんですけれども、果

樹というのは、どんな果樹、１名ですからあれですけど、なかなか野菜というところへ

行かないというのは、このまちはやっぱり野菜づくりには向いていないんかなというふ

うに思います。その辺、どうなのか。果樹というのは、どういう果樹をつくっているの

か、お願いします。 

○議長（美野勝男君）    産業課長、米田君。 

○産業課長（米田和弘君）    田代議員の再質疑にお答えいたします。 

  担い手育成事業で、花木・果樹ということで研修に入っていただいてございます。町

内では、野菜につきましては、大規模な農家というのは、ちょっと少のうございまして、

今現在のところ、担い手の育成として手を挙げていただいている方がない状態でござい

ます。それで、果樹につきましては、柑橘を中心として、晩柑類、それとか梅の剪定

等々も勉強したと伺っております。 

  以上で、答弁とさせていただきます。 

○議長（美野勝男君）    ほかに質疑ございませんか。 

  ３番、七良浴 光君。 

（３番 七良浴 光君 登壇） 

○３番（七良浴 光君）    ７５ページ、５款農林水産業費、２項林業費、１目林業

総務費の１３節委託料、電算システム設定委託料１５２万２,０００円、これは本年度

新設の委託料かと思います。 

  また、予算説明書によりますと、森林地理情報管理システムというような名称が書か

れておりますけれども、この森林地理情報管理システムとはどのようなものか、具体的

に説明願いたいと思います。 

（３番 七良浴 光君 降壇） 
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○議長（美野勝男君）    産業課長、米田君。 

（産業課長 米田和弘君 登壇） 

○産業課長（米田和弘君）    七良浴議員の御質問にお答えいたします。 

  ７５ページでございます。電算システム設定委託料ということで、これにつきまして

は、平成３１年４月から稼働予定の林地台帳管理システム導入のための費用でございま

す。 

  森林施業の集約化を進める上で、所有者・境界の特定が困難な森林の存在が大きな課

題となって現在ございます。今般の森林法改正により、市町村が所有者や境界の情報を

取りまとめた森林台帳の整備のための費用ということで、御理解賜りたいと思います。 

  以上で、答弁とさせていただきます。 

（産業課長 米田和弘君 降壇） 

○議長（美野勝男君）    ３番、七良浴 光君。 

○３番（七良浴 光君）    ただいま課長さんからの答弁では、端的に言うと、森林

台帳の作成だと、こういうような御答弁でありましたけれども、この森林地理情報管理

システムと、今、もう既に進めておる地籍調査との絡みは、同じ目的であるんじゃない

かなと思うんですが、そこらの違いについて答えていただけますか。 

○議長（美野勝男君）    産業課長、米田君。 

○産業課長（米田和弘君）    ただいまの七良浴議員の再質疑にお答えいたします。 

  地籍調査といいますのは、境界と地番、所有者、面積、そういったものが地籍調査の

データにはあろうかと思います。それが地図であるとか、地形図、また航空写真等々を

組み合わせたもので、ＪＩＳということになってございます。 

  林地台帳といいますのが、そこに樹齢であるとか、そういったものも加味されている

と伺ってございます。 

  ですから、当然、その地籍調査のデータというのも林地台帳管理システムの中には載

っかってくると思いますけれども、樹齢等々、間伐の年数であるとか、そういった部分

についても、森林地理情報管理システムのほうで管理できると思いますので、よろしく

お願いいたしたいと思います。 

  以上、答弁とさせていただきます。 

○議長（美野勝男君）    ３番、七良浴 光君。 

○３番（七良浴 光君）    林地台帳という言葉で、今、説明されて、樹齢まで記入
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していくということでございますので、これもやはり電算システムということの表記は

あるんですが、地籍のように、やっぱり現地調査が必要になってくるんじゃないかと思

うんですが、それについてはどういうような対応をされるんですか。 

○議長（美野勝男君）    産業課長、米田君。 

○産業課長（米田和弘君）    今、七良浴議員おっしゃるように、現地調査というの

も当然必要になってこようかと思います。それにつきましては、平成３０年度税制改正

の大綱におきまして、森林環境税及び森林環境譲与税というものが決まりました。そう

いった費用が調査等々に充てられると伺っておりますので、御理解のほうをお願いした

いと思います。 

  以上です。 

○議長（美野勝男君）    暫時休憩いたします。 

 休 憩 

（午後 ４時２４分） 

――――――――――――――――――― 

 再 開 

○議長（美野勝男君）    休憩前に引き続き会議を再開します。 

（午後 ４時２５分） 

○議長（美野勝男君）    産業課長、米田君。 

○産業課長（米田和弘君）    ただいまの答弁をちょっと訂正させていただきます。 

  現地調査のほうについては、現地へ赴きまして、その樹齢等々の調査を行います。 

  以上です。 

○議長（美野勝男君）    暫時休憩いたします。 

 休 憩 

（午後 ４時２６分） 

――――――――――――――――――― 

 再 開 

○議長（美野勝男君）    休憩前に引き続き会議を再開します。 

（午後 ４時３１分） 

○議長（美野勝男君）    ほかに質疑ございませんか。 

  １１番、美濃良和君。 
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（１１番 美濃良和君 登壇） 

○１１番（美濃良和君）    それでは、若干お聞きしたいと思います。 

  いろいろと農林というのは、まちの基幹産業であって、なかなか思うようにいかない

し、大変なところですけれども、これを頑張っていただかんことにはならんというふう

に思います。 

  そこで幾つかお聞きしたいんですが、１つは、７０ページなんですけれども、５款１

項２目の負担金補助で地方の農産物加工グループの補助金で２３万４ ,０００円という

ふうに計上されております。これについては、今、ブランドをつくるということで、１

つの大事なことをやっていただいている民間のグループだと思うんですけれども、ここ

ですね、２３万４,０００円という、この数字が、やっぱりこれでいいのか。施設がち

ゃんとできれば、そういうことでいいと思うんですけれども、そこの部分ですね、この

金額についてお尋ねしたいと思います。 

  あと、鳥獣対策がいろいろとあります。１つは、この３目のところで、報酬として、

鳥獣被害対策実施隊員とか、有害鳥獣捕獲確認員は確認だけですか、そういうところが

あって、その下の農業振興費の３目１９節負担金補助の中でも、真ん中辺に、農作物鳥

獣害防止総合対策事業補助金とか、その一番下には、ニホンジカの管理捕獲業務補助金

等が上がっております。なかなかこれがうまくいかないということで、いろいろと言わ

れているんですけれども、そのもう一個上に、１６節で原材料費も上がっておりますけ

れども、この対策、今一番皆、これが嫌で百姓をやめたとか、そんな方もあるんですよ

ね。何らかの対策をとっていかなければならんのじゃないかというふうに思いますが、

１つ、こういうふうに補助金等で頑張ってもらえるように町として支援すると、これは、

それはそれでいいんですけれども、もう一つ何らかのことが必要ではないかというふう

に思うんですが、その辺についてはどうかというふうにお聞かせいただきたいと思いま

す。 

  次に、７４ページ、５款１項の６目、この中の１３節で地籍調査についての委託料等

が上がっています。この進捗の状況と、あとどんだけということについてはどうである

のか、お聞きしたいと思います。 

  そして、それから今、７７ページで、済みません、ちょっと戻ってもらわんなんので

すけれども、ここで地域おこし協力隊とか支援員とかあるんですけれども、うちの協力

隊・支援員の皆さん方の活動を、例えば川上村という奈良県の一番先に消滅するという
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ふうに言われた、とんでもないことなんですが、ここで協力隊が頑張って、若い人たち

が寄ってきていると。これで一番先はないというふうに村長さんも言っているそうなん

ですけれども、ここでは、協力隊の方が割合自由に活動されて、一旦、また勉強しに行

って、必要なことを勉強してくるというふうな形で出ている方もいてるようなんですけ

れども、それぞれにうちとしてやってもらいたいこともあるし、そこのところの活動の

内容をお聞かせいただきたいと思います。 

  あと、それから７９ページの５款４項１目ですか、ここのところの負担金補助で、農

林商工まつりですね、実行委員会の１３０万円って計上されていますけれども、これに

ついてお聞かせいただきたいと思います。 

  観光協会が紀美野町のほうに来たというふうに前に聞いておるんですけれども、ここ

のところでどんな運営をされていくのか、お聞かせいただきたいと思います。 

  それから、その下にあるＵターン奨励金ですね、これについてもお聞かせいただきた

いと思います。 

  以上、よろしくお願いします。 

（１１番 美濃良和君 降壇） 

○議長（美野勝男君）    産業課長、米田君。 

（産業課長 米田和弘君 登壇） 

○産業課長（米田和弘君）    美濃良和議員の御質疑にお答えいたします。 

  まず１点目、加工グループの件でございます。加工グループの負担金補助及び交付金

ということで、７０ページで、町加工グループの補助金ということで２３万４,０００

円計上させていただいてございます。 

  この加工グループにつきましては、農林産品の特産品の加工、開発、販売を行ってご

ざいます。平成３０年３月現在、会員が２５名、平均年齢が７１歳、３４品目を作成し

ていただいてございます。３月の末までに柿の葉寿司、焼き餅の２品を「きみのふるさ

と推奨品」へ追加する予定でございます。 

  この補助金につきましては、原材料費、研修費、バス代にかかる補助でございまして、

その分については、私どもは足りていると考えてございます。主に、研修のバス代で１

５万円、生協グループの分担金として１万６,０００円、試作品の開発研修費で８,００

０円程度、原材料費で６万円程度と伺ってございます。 

  それと、必要な部分の施設の改修であるとか設備については、町のほうで支援させて
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いただいてございます。 

  それと、鳥獣害対策でございます。鳥獣害対策でさまざまな事業がございます。鳥獣

被害対策実施隊であるとか、ニホンジカ管理捕獲等々もございます。７１ページの農作

物鳥獣害防止総合対策事業補助金というところが１,１９７万２,０００円、今回計上さ

せていただいております。これにつきましては、防護柵の設置、また有害鳥獣の捕獲の

補助、それから免許等に係る講習会の費用等々に出させていただいてございます。 

  この有害鳥獣というのもなかなか厄介でございまして、平成２８年度の実績で、国庫

の材料支給の分で６団体、それから県単の団体で３団体、防護柵の設置を行ってござい

ます。また、町の農業経営支援事業という補助のほうで、８５経営体のほうで設置して

いただいてございます。 

  捕獲数につきましても、平成２８年度の実績はかなり多ございました。１,０６１頭

ということで報告を受けてございます。今年度につきましては、若干減っておりまして、

１２月末までの時点で８３７頭ということで、イノシシ、シカ、カラスで８３７頭とい

うことでございます。 

  対策につきましては、守る部分であるとこと捕獲する部分であるとこを組み合わせた

上で、被害防止に努めていきたいなと考えてございます。 

  それから、７９ページでございます。農林商工まつり補助金でございます。この農林

商工まつり実行委員会１３０万円と申しますのが、農林商工まつり、去年であれば１１

月１９日に実施させていただきまして、これにつきましては、観光協会とは関係ござい

ません。農林商工まつり実行委員会でということで、補助金を受けて実施しているもの

でございます。 

  観光協会の補助金につきましては、８１ページの町観光協会の補助金９８万８,００

０円、一番下段のほうですね、１９節の負担金補助及び交付金の町観光協会の補助金９

８万８,０００円というところに計上させていただいて、活動をさせていただくところ

でございます。 

  以上、答弁とさせていただきます。 

（産業課長 米田和弘君 降壇） 

○議長（美野勝男君）    本日の会議時間は、議事の都合により延長したいと思いま

す。 

  建設課長、井村君。 



－８５－ 

（建設課長 井村本彦君 登壇） 

○建設課長（井村本彦君）    それでは、私のほうから、美濃議員の御質疑にお答え

をさせていただきます。 

  ７４ページ、５款１項６目の１３節の委託料についてでございます。地籍調査委託料

の５,５８２万６,０００円でございますが、これについての進捗でございます。 

  現在の進捗については、８０.９１％となってございます。年間、約２％から３％進

捗してございます。完了年度は、予定どおり平成３９年度を現在目指して頑張っておる

ところでございます。 

  以上でございます。 

（建設課長 井村本彦君 降壇） 

○議長（美野勝男君）    まちづくり課長、西岡君。 

（まちづくり課長 西岡靖倫君 登壇） 

○まちづくり課長（西岡靖倫君）    それでは、美濃議員の御質疑にお答えしたいと

思います。 

  ７７ページ、５款農林水産業費、４項山村振興費、１目山村振興総務費の中の７節の

地域おこし協力隊、集落支援員に関しての活動内容や、どういうことであろうかという

ことで御質疑を受けている件に関しまして、お答えしたいと思います。 

  地域おこし協力隊員は、現在４名おります。集落支援員は３名おります。その現在の

４名は、小川地域で女性の方が１人入られています。それから、男性が３名、そのうち

の１人は毛原地域、それから小・中学校でのＩＣＴ関係のことに携わっている人が１名、

校内連携の関係で１人の男性が活動しております。地域を支えるという目的を持って地

域に入っている方、それから学校関係で未来の子供を育てるという方が２名と、その中

で活動しているのが今の状況です。 

  集落支援員におきましては、移住・定住関係のことに携わっております。地域の案内

から始まって、移住相談、それから大阪方面での田舎暮らしフェアなんかの説明会なん

かにも出て、積極的に活動していただいております。 

  地域おこし協力隊員の例えばの例ですけれども、女性の方、隊員が卒業しまして、志

賀野地域に入られた方を一例にとりますと、その当時、活動をしていく上において、自

分で資格を取り、地域の方たちと一緒になって活動もしておりました。そして、自分の

経験・資格を生かして、地域の方、それから町外の方も対象にした子育て、雑穀を利用
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しての食という面において、子供たちに本当に大事なものは何か、健康とは何かという

ことで訴えながら活動している方が１名いています。そういうふうな形になっていける

ように我々も努力していきたいと思っています。地域と隊員と行政が結びついた中での

活動というのが、紀美野町において支えていけるような形に持っていければ最高かなと

考えております。 

  それから、７９ページのＵターン奨励金の関係に関しての御質疑ですが、Ｕターン奨

励金を紀美野町に帰ってこられている方、町内の広報等でＵターンのこういう事業があ

りますということで、町窓口でのお話をさせていただいたり、アンケートをとらせてい

ただいたりということで活動を行っております。まだまだ知らない方もおりますので、

積極的にいろいろと知っていただけるように、そしてこういう事業において、１世帯に

基本５万円の奨励金を交付してくれますよということで、現在も続けているような次第

です。意外と知らない方もおられますので、事あるごとにあちこちで、または区長さん

の集まりの中で、奨励金のお知らせというのを入れながら進めておるのが現在の状況で

す。 

  今現在、奨励金におきましては、ことしにおいて、今、お金のほうをいただいている

方は２世帯ございます。これをもっともっとふやしていきたいというのが今の状況でご

ざいます。 

  以上、簡単ですが、美濃議員の御質疑にお答えとさせていただきます。 

（まちづくり課長 西岡靖倫君 降壇） 

○議長（美野勝男君）    １１番、美濃良和君。 

○１１番（美濃良和君）    手短に行きます。 

  ７０ページのこの負担金補助で、農産物加工グループの補助金で２３万４ ,０００円、

これについてはわかりました。 

  あと、何にしてもソフト的な部分で非常にこの団体が動いてくれているということで、

また施設等についても考えて何とかということであったかというふうに思うんですけれ

ども、それについては、具体的にはどういうことなんですか。施設の整備等についてど

ういうふうにされていくのか、その辺についてはお聞かせいただきたいと思うんです。 

  それから、その下にある鳥獣害ですね、これは別に紀美野町がこんな悪い鳥獣を出し

ているというんではないんですけれども、紀美野町の責任ではないですけれども、しか

しこれで今、農家が大変苦しい目に遭っている点で、その対策という点で、もう少し研
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究していただいて、何らかの手を打っていただくという、なかなか難しい問題であると

思うんです。 

  よくジビエだ何だと言いますけれども、具体的にジビエでどんだけ皆さんにやっても

らえるかというのは、それも難しいですし、いいのは、繁殖をどう抑えるんか、何らか

の方法があるのが一番いいんですけれども、その辺についての研究ということについて、

町としてもやっていくということについてはどうであるんか、もう一度お聞きしたいと

思います。 

  それから、地籍については了解しました。 

  あと、地域おこし協力隊については、町の仕事をやってもらうというんじゃなくて、

今のお話でしたら、それぞれ自分の、卒業された女性の経験談を話してくれはりました

けれども、そういうふうな形でやっていただくというふうな方向にあるわけですね。そ

の辺は、そういうことでよろしいんですね。 

  それだけお聞かせいただきたいと思います。 

○議長（美野勝男君）    町長、寺本君。 

○町長（寺本光嘉君）    先ほどの美濃議員の御質問で、加工グループ、これの存続

という問題が大きな問題やったと思います。 

  というのは、先ほど課長から説明させていただきましたが、平均年齢７１歳と。これ、

パワハラにならへんかなと思うんですけれども、そうした高齢者の皆さん方が多いと。

そこへ、最近、二、三名の若い方が入られてきたということで、一緒になってやられて

おるようでございます。 

  これからも、やはりこの加工グループについては、自分らでも商品をつくり、そして

販売をしていますんで、あの方たちは、決して補助金を当てにしているような、そうい

う団体じゃございません。 

  したがいまして、できる援助はしていきたい、そうした思いでございますので、この

金額が適当か、またほかに施設を考えていないんかと、こういう御質問であろうかと思

いますが、それについては、また皆さん方と話をしながら、今後、いかに存続をさせて

いくのか、またやはりこの紀美野町の特産品ですね、これをあの方たちにつくっていた

だき、また後継者に引き継いでいくと、こうした指導をしていきたいと思いますので、

御理解を賜りたいと思います。 

  以上です。 



－８８－ 

○議長（美野勝男君）    産業課長、米田君。 

○産業課長（米田和弘君）    美濃良和議員の再質疑にお答えいたします。 

  先ほど町長のほうもおっしゃっていただきましたけれども、加工グループについては、

そういった形で、施設のほう、津川加工所の施設のほうであるとか、梅本加工所の施設

であるとかも、老朽化してございます。それで、水道管の止水の工事であるとか、餅切

り機の修理、また電気差し込み口の修理等々、去年はさせていただいてございます。そ

れで、またよろしくお願いしたいと思います。 

  それと、鳥獣害関係なんですけれども、対策につきましては、かなり広域的なもので

ありまして、県の果樹試験場等々とかでも、その対策についてはいろいろ研究してはい

ただいてございます。守る部分と捕獲する部分については、両方の方面で進めてまいっ

ている次第でございます。 

  町内での防護柵につきましても、もう既に２４０キロぐらいは張りめぐらせていただ

いております。そういった部分で、その管理のほうを適正に行うことによりまして、ま

た今後の農地の維持というのを進めてまいりたいと考えておりますので、よろしくお願

いいたします。 

  以上です。 

○議長（美野勝男君）    まちづくり課長、西岡君。 

○まちづくり課長（西岡靖倫君）    美濃議員の再質疑にお答えしたいと思います。 

  そのとおりでございます。地域で活動していただけるように、今後も進めてまいりた

いと思っております。 

○議長（美野勝男君）    １１番、美濃良和君。 

○１１番（美濃良和君）    再々質疑、１点だけ町長から前向きな答弁をいただいた、

この加工グループでございますけれども、町長も言われるように、平均年齢が高くなっ

てきていると。ですから、やはり幾ら経験とかそれがあったとしても、力という点では、

どうしても劣ってくるのは当たり前なので、施設ですね、ですから今の施設の中で機械

を使えるか、例えば物を下げる機械とか、そういうもの等も考えていかねばならんのじ

ゃないかと。そういう点で、今の施設がそれでいいのかどうかという点で、少しさきに

もお聞きしたんですけれども、その辺についてはどうであるんか、もう一度お聞かせい

ただきたいと思います。 

○議長（美野勝男君）    町長、寺本君。 



－８９－ 

○町長（寺本光嘉君）    美濃議員の再々質問にお答えをいたしたいと思いますが、

加工グループの件につきましては、これから加工グループの皆さんと話をしながらとい

うことでございますので、それがいいんか悪いんか、また加工グループが望んでいるん

か望んでいないんか、そこらも問題になろうかと思いますので、ひとつ御理解を賜りた

いと思います。 

  以上です。 

○議長（美野勝男君）    ほかに質疑ございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（美野勝男君）    これで、歳出第５款から第６款について質疑を終わります。 

  お諮りします。 

  議案審議の途中でありますけれども、まだ案件が残っており、本日中に終了できない

見込みであります。 

  よって、本日の会議はこれで延会したいと思います。御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（美野勝男君）    異議なしと認めます。 

  したがって、本日はこれで延会することに決定しました。 

 延 会 

○議長（美野勝男君）    本日は、これで延会します。 

（午後 ５時０２分） 

 

 

 


